
光
緒
戊
戌
年
に
お
け
る
反
変
法
活
動
の
意
味

八
百
谷

晃
　
義

【
要
約
】
　
戊
戌
の
年
、
す
な
わ
ち
光
緒
工
十
四
年
に
湖
南
で
発
生
し
た
変
法
派
と
保
守
派
の
闘
争
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た

の
か
。
変
法
派
の
主
張
は
紳
権
の
伸
長
を
め
ざ
し
な
が
ら
も
、
科
挙
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
か
え
っ
て
士
と
い
う
階
級
の
相
対
化
を
導
き
か
ね
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
一
方
保
守
派
の
主
張
は
、
伸
長
せ
ん
と
す
る
白
蜜
に
対
し
て
皇
権
の
擁
護
を
琶
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
央
の
変
法
政
策
へ
の
転
換
が
明
確

に
な
る
に
つ
れ
、
彼
ら
の
立
場
は
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
変
法
派
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
科
挙
改
革
は
、
省
政
首
脳
の
積
極
的
な
推
進

に
よ
り
湖
南
で
地
歩
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
。
保
守
派
は
こ
れ
を
士
と
い
う
階
級
の
危
機
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
危
機
意
識
が
彼
ら
を
あ
え
て
皇
帝
の
意
志

に
背
か
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
彼
ら
は
変
法
派
と
同
様
に
自
ら
を
組
織
し
、
そ
の
主
張
を
公
論
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
法
政
策
の
推
進
を
阻
止
し
よ

う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
行
動
は
、
そ
の
意
志
に
反
し
て
結
局
の
と
こ
ろ
皇
権
の
相
対
化
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
　
九
三
巻
占
ハ
篇
万
　
　
二
〇
［
○
年
〔
　
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
戊
戌
の
政
変
後
に
日
本
へ
亡
命
し
た
梁
雪
乞
は
、
在
日
の
華
僑
に
よ
る
資
助
を
う
け
、
す
ぐ
さ
ま
糊
清
逸
報
』
を
横
浜
に
創
刊
し
、
こ
れ
を

拠
点
と
し
て
盛
ん
な
言
論
活
動
を
展
開
す
る
。
光
緒
二
＋
四
年
±
月
二
＋
百
発
行
の
該
報
第
一
再
で
梁
氏
は
、
政
変
後
の
政
府
が
新
政
の
鵜

成
果
を
次
々
と
否
定
し
た
こ
と
を
攻
撃
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
八
月
十
一
日
置
「
士
民
の
上
書
を
禁
止
す
。
按
ず
る
に
支
那
の
大
患
　
6
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は
、
内
外
の
蔽
落
し
、
上
下
の
隔
絶
す
る
に
在
り
。
島
上
、
士
民
に
許
し
て
上
書
せ
し
む
は
、
す
な
わ
ち
明
目
達
聡
の
盛
挙
な
り
。
し
か
れ
ど

も
西
后
（
慈
禧
太
盾
－
筆
者
註
。
以
下
も
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
じ
）
こ
れ
を
禁
ず
る
は
、
務
め
て
首
魚
を
も
っ
て
主
義
と
な
せ
ば
な
り
」
。
八
月
二

十
四
日
、
「
各
督
撫
に
命
じ
て
全
国
の
盗
聞
を
査
淫
し
、
厳
し
く
報
館
の
主
筆
を
掌
え
し
む
。
按
ず
る
に
暴
政
の
行
わ
る
は
、
報
土
を
禁
じ
て

主
筆
を
傷
え
し
む
に
至
り
て
已
に
極
ま
れ
り
。
今
の
全
世
界
の
万
国
の
中
、
野
蛮
を
以
っ
て
自
ら
居
る
に
甘
心
す
る
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
の

苛
政
を
行
う
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
な
り
」
。
八
月
二
十
六
日
、
「
会
社
を
立
つ
る
を
禁
じ
、
会
員
を
掌
辮
せ
し
む
。
按
ず
る
に
支
那
の
近
両
年
来
、
風

気
騒
か
に
開
く
は
、
頗
る
学
会
の
力
に
頼
る
」
。
「
蓋
し
衆
人
の
力
を
合
わ
せ
、
も
っ
て
実
学
を
研
究
す
る
は
、
実
に
支
那
開
明
の
～
大
機
鍵
な

り
。
今
一
律
に
会
員
を
訪
浮
せ
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
各
省
の
有
志
の
士
、
ほ
と
ん
ど
一
の
よ
く
診
る
者
な
き
な
り
」
。
「
彼
の
そ
の
士
民
を
威
圧

す
る
所
以
の
者
は
、
至
ら
ざ
る
所
な
き
な
り
。
支
那
の
四
百
兆
の
人
民
、
い
ず
れ
の
囲
い
ず
れ
の
事
に
し
て
、
こ
の
籍
嗣
を
受
け
、
し
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
永
く
自
ら
抜
く
あ
た
わ
ざ
ら
し
め
ら
る
や
。
悲
し
い
か
な
」
。
こ
の
黒
氏
の
理
解
に
従
う
な
ら
ば
、
変
法
運
動
期
に
お
け
る
士
民
の
上
書
、

仁
丹
と
学
会
の
活
動
は
「
支
那
開
明
の
一
大
機
鍵
」
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
抑
塞
を
も
っ
て
主
義
と
な
」
す
慈
禧
太
后
の
「
暴
政
」
に

よ
り
打
倒
さ
れ
、
中
国
は
再
び
「
内
外
の
蔽
塞
し
、
上
下
の
隔
絶
す
る
」
状
態
に
逆
戻
り
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
発
言
は
自
ら
も

変
法
運
動
の
主
導
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
梁
氏
の
実
感
に
支
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
無
視
で
き
ぬ
重
み
を
持
っ
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
変
法
運
動
に
参
加
し
た
士
人
た
ち
が
目
指
し
た
も
の
は
、
学
会
に
よ
る
質
権
の
伸
長
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
学
会
、
罫
紙
、
そ
し
て
宣
伝
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
新
た
な
工
具
を
用
い
、
士
人
間
の
水
平
的
結
合
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
と
は
区
別
さ
れ
た
自
ら
の
政
治
的
意

志
を
形
成
し
、
し
か
も
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
政
治
参
加
を
目
指
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
活
動
は
、
皇
権
、
す
な
わ
ち
変
法

に
支
持
を
与
え
た
光
緒
帝
個
人
で
は
な
く
、
上
層
士
人
を
中
心
と
す
る
政
権
一
般
と
し
て
の
皇
権
か
ら
見
れ
ば
自
ら
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

戊
戌
の
新
政
を
否
定
し
た
政
変
後
の
政
権
が
、
学
会
や
平
館
の
活
動
を
禁
圧
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

　
紳
権
が
帰
営
と
と
り
結
ん
だ
関
係
に
つ
き
そ
の
歴
史
的
な
曝
首
を
論
じ
た
呉
晧
は
、
清
代
を
紳
権
が
質
権
の
「
奴
役
」
に
甘
ん
じ
た
時
代
だ

　
　
④

と
し
た
。
変
法
運
動
期
に
お
け
る
紳
権
の
伸
長
は
、
そ
の
「
奴
役
」
に
対
す
る
反
抗
で
あ
る
。
で
は
清
末
に
お
い
て
復
活
を
企
図
し
た
紳
権
は
、
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光一戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

戊
戌
の
政
変
に
よ
っ
て
完
全
に
打
倒
さ
れ
、
再
び
自
ら
を
集
権
の
「
奴
役
」
に
ま
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
漏
友
蘭
は
中
華
人
民
共
和
国

成
立
後
の
圓
想
で
、
自
ら
経
験
し
た
辛
亥
革
命
の
本
質
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
今
思
い
か
え
し
て
み
る
と
、
当
時
の
闘
争

は
、
紳
権
と
官
権
の
闘
争
で
あ
っ
た
」
。
「
考
え
て
み
る
に
、
辛
亥
革
命
の
原
動
力
の
一
部
分
は
、
州
権
が
官
権
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、

つ
ま
り
地
主
階
級
非
実
権
派
が
地
主
階
級
実
権
派
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
」
。
「
こ
こ
で
い
う
官
権
と
紳
権
の
闘
争
は
、
ま

さ
に
地
主
階
級
内
部
の
矛
盾
が
現
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
辛
亥
革
命
が
ひ
と
た
び
起
こ
る
や
、
紳
権
は
お
の
ず
と
革
命
の
同
盟
軍
と
な
り
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

権
を
握
る
地
主
階
級
、
す
な
わ
ち
清
朝
皇
帝
を
代
表
と
す
る
地
主
階
級
実
権
派
の
支
配
に
、
一
緒
に
な
っ
て
反
抗
し
た
の
で
あ
る
」
。
紳
権
が

戊
戌
の
年
に
お
い
て
完
全
に
敗
北
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
辛
亥
の
年
に
官
権
、
つ
ま
り
は
皇
権
に
対
抗
し
う
る
ほ
ど
の
伸
長
を
、
再
び
見

せ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
二
十
世
紀
以
降
の
清
末
の
政
治
史
で
は
、
立
憲
の
主
張
を
め
ぐ
っ
て
は
っ
き
り
と
し
た
黒
垂
の
伸
長
を
見
る

　
　
　
　
　
　
⑥

こ
と
が
で
き
る
。
変
法
運
動
期
の
紳
権
の
伸
長
と
、
清
朝
最
後
の
十
年
間
で
の
そ
れ
と
を
連
続
の
相
か
ら
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
戊
戌
の
政
変

に
よ
っ
て
も
、
紳
権
が
完
全
に
は
抑
え
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戊
戌
の
年
と
辛
亥
の
年
の
紳
権
を
、
ひ
と
つ
の
線
で

結
ぶ
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

①
『
清
雌
蘂
』
第
二
概
、
戊
戌
政
変
記
、
第
五
篇
、
現
今
政
府
之
歯
形
、
第
一
章
、

　
推
翻
新
政
。
こ
の
一
文
は
後
に
単
行
さ
れ
た
梁
啓
超
『
戊
戌
政
変
記
㎞
に
も
収
録

　
さ
れ
る
が
、
今
普
通
に
利
用
で
き
る
『
飲
回
二
合
集
㎞
本
で
は
二
十
四
日
条
の

　
「
按
暴
政
之
行
偏
以
下
、
二
十
六
日
条
の
「
彼
其
所
以
威
圧
士
民
者
〕
以
下
が
除

　
か
れ
て
い
る
。
各
日
の
上
諭
は
、
糊
徳
宗
実
録
㎞
光
緒
二
十
四
年
八
月
壬
辰
、
乙

　
巳
、
丁
未
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

　
　
な
お
本
稿
で
は
、
引
用
史
料
が
す
べ
て
旧
暦
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
る
た
め
、
暦
の
記
載
は
原
則
と
し
て
旧
暦
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
最
近
に
お
け

　
る
研
究
状
況
を
示
し
た
個
所
、
ま
た
註
で
現
代
に
出
版
さ
れ
た
文
献
の
書
誌
情
報

　
を
記
す
場
合
は
、
薪
暦
を
用
い
て
い
る
。

②
李
文
海
「
戊
戌
維
新
運
動
時
期
的
学
会
組
織
」
（
胡
縄
武
主
編
『
戊
戌
維
新
運

　
動
史
論
集
』
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
。
な
お
当
時
に
お
け
る
学
会
に

　
つ
い
て
の
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
は
、
王
爾
敏
一
命
季
学
会
彙
表
」
（
『
大
陸
雑

　
拙
恥
』
二
十
四
－
一
一
・
一
二
、
　
一
九
⊥
ハ
三
年
。
今
は
王
氏
『
晩
漕
紀
以
治
田
心
象
史
訟
畑
』
広

　
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
に
よ
る
）
、
目
玉
法
『
清
季
的
立
憲
団
体
㎞

　
（
申
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
七
一
年
）
、
同
「
戊
戌
時
期
的
学
会
運
動
扁

　
（
欄
歴
史
研
究
』
一
九
九
八
1
五
）
、
夕
星
鉤
『
戊
戌
時
期
的
学
会
和
報
刊
』
（
台

　
湾
商
務
印
轡
館
、
い
九
九
三
年
）
、
同
噛
戊
戌
変
法
史
（
修
訂
本
）
』
（
上
海
社
会

　
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
第
三
章
、
組
織
学
会
、
発
行
報
刊
、
閾
傑
「
戊

　
戌
学
会
考
」
（
遡
近
代
史
研
究
』
一
九
九
五
⊥
二
）
等
が
あ
る
。

③
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
戊
戌
変
法
時
期
学
会
的
政
治
性
活
動
」
と
し
て
別
稿

　
を
準
備
中
。
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④
薮
陰
「
二
二
権
」
（
『
時
明
文
撫
三
－
一
、
一
九
四
八
年
。
今
は
魍
蒙
古
文
集
臨

　
北
京
出
版
社
、
　
一
九
八
八
年
、
第
三
巻
に
よ
る
）
。
な
お
呉
氏
に
よ
る
同
時
期
の

　
一
連
の
研
究
（
門
島
士
大
夫
」
、
「
論
皇
権
」
、
「
再
論
紳
権
偏
等
。
今
は
す
べ
て

　
『
興
米
文
集
』
第
三
巻
に
収
録
）
を
も
参
照
。
ま
た
清
朝
の
士
人
政
策
一
般
に
つ

　
い
て
は
、
井
上
進
「
僕
学
の
背
景
」
（
『
東
方
学
報
』
六
十
四
、
～
九
九
二
年
）
を

　
参
照
。

⑤
凝
友
蘭
『
三
松
堂
自
序
軸
（
今
は
噸
三
松
堂
全
集
外
国
南
面
民
出
版
社
、
二
〇

　
〇
一
年
、
第
一
巻
に
よ
る
）
一
、
社
会
、
第
二
章
、
民
国
時
期
。
な
お
訳
出
に
あ

　
た
っ
て
は
、
吾
妻
重
二
氏
の
翻
訳
（
同
訳
註
『
薦
友
蘭
自
伝
』
平
凡
社
、
二
〇
〇

　
七
年
）
を
参
照
し
た
。

⑥
全
冊
三
十
二
年
か
ら
清
朝
倒
壊
ま
で
の
清
鑑
と
立
憲
派
の
駆
け
引
き
を
簡
潔
に

　
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
置
畳
「
清
政
府
最
後
的
時
間
表
偏
（
㎎
読
書
』
二
〇
一
〇

　
主
一
）
が
あ
り
、
そ
の
お
お
ま
か
な
流
れ
を
知
る
に
は
便
利
で
あ
る
。
清
宋
の
立

　
憲
運
動
に
つ
い
て
の
專
著
は
、
古
く
は
台
湾
で
発
表
さ
れ
た
張
朋
園
『
立
憲
派
与

辛
亥
革
命
』
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
｝
九
六
九
年
）
、
本
章
註
②
所
引
の

蘭
留
法
『
清
清
的
立
憲
団
体
晦
が
あ
り
、
そ
の
後
も
荊
知
仁
『
中
国
立
憲
史
』

（
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
四
年
）
、
茎
立
土
野
一
十
世
紀
初
申
国
政
治
改

革
風
潮
輪
（
入
端
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
、
毒
慶
遠
・
高
放
・
本
文
源
『
清
宋
憲

政
埴
輪
（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
、
瞥
田
三
郎
岡
立
憲
国
家
中
国

へ
の
始
動
㎞
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
等
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
最
近
の
中
国
の
学
界
で
は
、
法
治
の
提
唱
と
地
方
レ
ベ
ル
で
の
選
挙
制
度
導

入
へ
の
関
心
か
ら
か
、
清
末
の
憲
政
導
入
や
諮
議
案
設
置
等
へ
の
関
心
も
高
ま
っ

て
お
り
、
主
に
地
方
ご
と
に
対
象
を
し
ぼ
っ
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の

成
果
と
し
て
は
、
沈
暁
敏
魍
処
常
与
求
変
㎞
（
三
聯
晋
唐
、
二
〇
〇
五
年
）
、
弓
振

嬌
『
清
末
地
方
議
会
制
度
研
究
輪
（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
、
徐
建
平

『
清
末
直
隷
憲
政
改
革
研
究
隔
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
、
江
太

賢
『
従
治
民
到
民
治
』
（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
陽
儒
生
『
湖
南
近
代
紳

士
階
層
研
究
』
（
岳
麓
諸
社
、
二
〇
一
〇
年
）
等
が
あ
る
。
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士
論
の
分
裂

　
戊
戌
の
年
に
お
け
る
変
法
派
の
敗
北
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
変
法
派
へ
の
反
感
、
攻
撃
が
密
界
内
部
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

官
界
の
外
に
在
る
士
人
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
変
法
派
に
対
す
る
攻
撃
は
、
光
緒
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

に
保
国
会
が
成
立
し
た
後
に
本
格
化
す
る
。
同
年
閏
三
月
十
二
日
、
十
三
日
、
二
十
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
御
史
播
慶
瀾
、
天
盛
鐸
、
黄
吊
釜
は
上

奏
し
て
保
圏
会
を
攻
撃
し
、
や
や
遅
れ
て
五
月
二
十
日
、
同
じ
く
御
史
文
勢
が
康
有
為
を
弾
劾
し
た
上
奏
の
中
で
、
保
国
会
に
つ
い
て
触
れ
て

　
①
い
る
。
ま
た
梁
啓
超
に
よ
れ
ば
、
軍
機
大
臣
剛
毅
も
保
二
会
中
の
士
人
を
取
り
調
べ
よ
う
と
し
た
が
、
光
愚
婦
の
反
対
に
よ
り
は
た
せ
な
か
っ

　
　
　
　
②

た
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
れ
つ
き
と
し
た
中
央
官
僚
に
よ
る
、
剛
毅
に
至
っ
て
は
政
権
の
中
枢
に
い
る
も
の
に
よ
る
攻
撃
で
あ
り
、
伸
長
し
つ
つ

あ
る
三
権
に
対
す
る
、
政
権
側
か
ら
す
る
抑
圧
で
あ
る
。



光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

　
そ
れ
に
対
し
て
政
権
外
か
ら
の
攻
撃
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
保
国
会
の
成
立
前
後
、
光
緒
戊
戌
科
の
会
試
に
参

加
す
る
た
め
北
京
に
い
た
書
止
は
何
を
見
た
か
。
揚
氏
が
湖
広
会
館
の
甲
午
（
光
勲
二
＋
）
年
順
天
鼻
面
同
年
会
に
参
加
し
た
際
、
座
師
の
現

任
兵
部
尚
書
音
量
を
は
じ
め
参
加
道
心
余
人
は
、
保
国
会
の
こ
と
を
「
も
っ
て
然
り
と
な
さ
」
な
か
っ
た
と
言
う
。
杜
氏
自
身
を
含
め
、
ま
だ

進
士
合
格
を
は
た
し
て
い
な
い
挙
人
が
多
数
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
こ
の
同
年
会
の
、
保
国
会
に
対
す
る
態
度
は
冷
淡
な
も
の
で
あ
っ
た
。
廊
下

の
師
で
あ
る
三
夕
運
が
、
在
京
の
楊
氏
に
「
京
に
在
り
て
は
往
来
を
多
く
し
議
論
を
少
な
く
せ
よ
」
と
書
き
送
っ
た
こ
と
も
、
中
下
層
士
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
議
論
」
に
対
す
る
、
士
人
社
会
一
般
が
抱
く
警
戒
の
念
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
実
際
に
攻
撃
の
挙
に
及
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
漸
江
籍
挙
人
孫
瀬
の
「
駁
保
国
会
章
程
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
保
国
会
章
程
」
三
十
条
に
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
逐
っ
て
反
駁
を
加
え
た
も
の
で
、
「
有
司
の
治
」
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
保
国
会
の
活
動
を
、
「
君
を
無
み
す
る
」
も
の
と
喝
破
し
て
い
る
。

保
国
会
の
活
動
は
、
政
権
が
理
想
と
す
る
垂
直
支
配
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
挙
人
で
し
か
な
い
孫
氏
が
こ
の
よ
う
に
言
う
こ

と
は
、
政
権
外
に
い
る
士
人
に
も
、
あ
く
ま
で
政
権
と
の
一
体
感
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ

た
よ
う
な
攻
撃
が
保
国
会
に
加
え
ら
れ
た
後
、
「
こ
こ
に
お
い
て
毒
言
途
を
塞
ぎ
、
賓
客
、
至
交
は
皆
避
け
て
敢
え
て
来
ら
ざ
れ
ば
、
門
は
雀

　
あ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
羅
す
べ
く
、
三
月
の
（
保
国
会
成
立
）
時
と
は
両
つ
の
世
界
を
成
」
し
た
と
い
う
の
は
、
康
有
為
の
圓
想
で
あ
る
。
「
遺
旨
を
奉
ぜ
ず
し
て
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

然
と
し
て
国
事
を
引
き
て
己
が
任
と
為
し
、
成
敗
利
鈍
を
顧
み
ず
、
斬
斬
と
し
て
こ
れ
を
吾
の
一
心
に
決
し
」
、
や
が
て
政
権
の
意
志
を
相
対

化
し
よ
う
と
す
る
も
の
た
ち
と
、
あ
く
ま
で
政
権
の
側
に
立
と
う
と
す
る
も
の
た
ち
、
こ
の
両
者
の
問
に
は
分
裂
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
変
法
派
と
対
立
す
る
立
場
に
い
た
士
人
た
ち
、
彼
ら
を
専
門
的
に
論
じ
た
研
究
は
、
変
法
派
を
論
じ
た
研
究
と
違
い
決
し
て
多
く
は
な
い
。

古
く
は
陳
黎
が
反
変
法
の
立
場
に
在
っ
た
人
物
の
政
治
思
想
を
論
じ
、
彼
ら
が
変
法
の
弊
害
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
し
た
の
は
、
民
権
の

説
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
変
法
に
反
対
す
る
人
々
は
、
「
天
賦
君
権
論
」
、
「
君
権
の
独
立
至
上
論
」
の
立
場
か
ら
、
民
権
の
氾
濫
を
呼
び
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
し
か
ね
な
い
変
法
運
動
を
攻
撃
し
た
の
だ
、
と
。
陳
氏
の
こ
の
論
文
は
、
反
変
法
の
立
場
を
と
る
士
人
が
残
し
た
文
字
に
い
ち
い
ち
あ
た
っ

た
う
え
で
彼
ら
の
思
想
を
論
じ
て
お
り
、
当
時
に
お
け
る
保
守
派
の
政
治
思
想
そ
の
も
の
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
今
で
も
最
高
の
も
の
と
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い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
事
実
こ
の
後
の
研
究
で
は
、
保
守
派
が
実
際
に
発
し
た
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
な
は
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
例
え
ば
変
法
運
動
期
に
お
け
る
改
革
と
反
改
革
の
闘
争
を
論
じ
た
李
文
海
の
研
究
で
あ
る
。
李
氏
は
変
法
運
動
を
「
思
想
解
放
運
動
」
と

「
政
治
改
革
運
動
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え
、
変
法
運
動
の
革
新
的
意
義
を
高
く
評
価
す
る
。
一
方
政
変
の
発
生
を
そ
の
頂
点
と

す
る
変
法
運
動
へ
の
抵
抗
に
つ
い
て
、
李
氏
は
「
慈
禧
太
后
の
よ
う
な
個
別
の
反
動
分
子
の
悪
意
に
原
因
を
求
め
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

改
革
に
対
立
す
る
立
場
に
在
っ
た
の
は
、
実
際
に
は
腐
朽
し
た
発
煙
度
全
体
な
の
だ
」
と
言
い
、
そ
の
変
法
へ
の
抵
抗
を
、
官
界
か
ら
の
実
質

的
な
も
の
と
、
社
会
㏄
般
の
新
事
物
を
拒
む
習
慣
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
に
区
別
す
る
。
こ
の
よ
う
な
李
氏
の
所
論
は
、
全
体
の
見
通
し
に
お
い

て
は
な
は
だ
優
れ
た
も
の
な
が
ら
、
社
会
か
ら
の
抵
抗
が
生
ま
れ
た
原
因
を
、
封
建
統
治
階
級
に
よ
る
愚
民
政
策
の
結
果
の
み
に
求
め
る
点
な

ど
、
ま
だ
粗
い
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
李
氏
は
保
守
派
の
行
動
を
論
ず
る
際
、
変
法
派
の
立
場
か
ら
そ
の
「
反
動
」
性
を
映

写
す
る
の
み
で
、
彼
ら
の
発
言
に
直
接
あ
た
る
こ
と
は
な
い
。

　
北
京
を
除
い
て
最
も
激
烈
な
反
変
法
の
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
湖
南
の
保
守
派
を
論
じ
た
研
究
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
湯
志
鈎
は
「
湖
南

に
お
け
る
新
旧
の
争
い
は
、
新
し
い
資
本
主
義
と
旧
い
封
建
主
義
の
争
い
で
あ
り
、
一
幕
の
政
治
闘
争
、
思
想
闘
争
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い

⑨る
。
制
度
改
革
に
よ
っ
て
既
得
権
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
た
保
守
派
が
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
改
革
に
反
対
し
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
要
点
で

あ
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
李
氏
の
所
論
の
範
囲
を
出
な
い
。
湖
南
に
お
け
る
五
重
の
闘
争
を
克
明
に
跡
づ
け
た
黄
彰
健
の
研
究
も
、
「
旧
」
党
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

彼
ら
が
な
ぜ
「
旧
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
改
め
て
論
じ
て
み
る
こ
と
は
し
な
い
。
変
法
に
反
対
し
た
彼
ら
を
「
保
守

派
」
と
雷
う
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
反
動
派
」
、
「
頑
固
派
」
と
言
う
こ
と
も
、
も
と
よ
り
理
由
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
言
わ
れ

て
い
る
彼
ら
の
既
得
権
の
内
実
、
そ
れ
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
影
響
と
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
日
本
の
学
界
に
お
い
て
は
夙
に
小
野
川
秀
美
の
專
論
が
あ
り
、
新
旧
の
界
限
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
中
国
の
学
界
と
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
有
田
和
夫
が
『
翼
教
叢
生
』
に
収
録
さ
れ
た
保
守
派
の
文
章
を
論
じ
、
伝
統
的
価
値
観
を
守
ら
ん
と
す
る
保
守
派
の
攻
撃
は
、
彼
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
つ
士
と
し
て
の
責
任
感
に
出
る
も
の
だ
っ
た
と
言
い
、
藤
谷
浩
悦
も
同
様
に
、
保
守
派
の
行
動
は
名
教
護
持
を
大
義
と
す
る
裏
芸
と
し
て
の
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⑬

使
命
感
に
促
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
論
じ
た
。
こ
れ
ら
諸
氏
が
た
だ
国
家
の
制
度
の
み
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
秩
序
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て

問
題
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
李
文
海
の
問
題
意
識
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
変
法
派
の
改
革
論
と
て
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
社
会
秩

序
全
体
の
改
変
を
掲
げ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
変
法
派
の
改
革
は
、
何
故
に
伝
統
的
価
値
観
の
動
揺
を
も
た
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
湖
南
の
保
守
派
を
論
じ
た
研
究
の
う
ち
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
九
八
年
に
発
表
さ
れ
た
羅
志
田
の
業
績
で
あ
る
。
湖
南
は
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

排
外
的
な
空
気
の
非
常
に
濃
い
地
方
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
羅
氏
は
教
案
発
生
率
等
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
こ
れ
を
否
定
す
る
。
し
か
も
羅
氏
は
、

当
時
に
お
い
て
地
方
行
政
の
進
展
に
影
響
を
与
え
る
最
も
大
き
な
要
素
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
地
方
宮
吏
の
政
治
的
傾
向
で
あ
る
と

し
、
た
と
え
湖
南
に
お
け
る
保
守
排
外
の
空
気
が
特
別
に
濃
か
っ
た
と
認
め
る
に
し
て
も
、
郷
紳
が
新
政
へ
与
え
た
負
の
影
響
を
過
大
評
価
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
。
ま
た
羅
氏
は
反
変
法
の
活
動
を
農
宣
し
た
王
先
謙
、
葉
虚
無
と
い
っ
た
人
物
の
新
事
物
に
対
す
る
認
識
を
論
じ
、

例
え
ば
変
法
派
の
皮
錫
瑞
の
認
識
と
比
べ
た
場
合
で
も
、
王
、
葉
両
氏
の
そ
れ
は
遜
色
な
い
も
の
、
む
し
ろ
あ
る
面
で
は
、
皮
氏
よ
り
も
は
る

か
に
「
新
し
」
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
ら
が
な
ぜ
変
法
に
抵
抗
し
た
の
か
、
と
い
う
点

で
あ
る
。
羅
氏
に
よ
れ
ば
、
保
守
派
は
真
正
の
「
西
学
」
に
反
対
し
た
の
で
は
な
く
、
康
有
為
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
「
西
学
」
、
す
な
わ
ち

「
漢
学
」
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
「
西
学
」
に
よ
っ
て
富
強
を
達
成
す
る
こ
と
は
良
い
。
し
か
し
「
康
学
」
に
よ
る
の
で
は
富
強
を
達
成
で

き
な
い
ば
か
り
か
、
た
と
え
富
強
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
「
聖
教
」
が
滅
ん
で
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
亡
国
へ
の
強
烈
な
危
機
意
識
に
突
き
動

か
さ
れ
る
変
法
派
に
対
し
て
、
保
守
派
の
危
機
意
識
は
む
し
ろ
国
内
秩
序
の
君
影
に
向
か
っ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
「
保
教
」
は
「
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

国
」
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
、
と
。

　
湖
南
に
お
け
る
新
旧
の
相
克
を
特
色
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
巡
前
陳
宝
箴
、
学
政
江
標
と
そ
の
後
任
の
徐
仁
鋳
、
長
宝
塩
法
道
署
理

化
察
使
手
遵
憲
ら
変
法
派
が
省
政
首
脳
を
占
め
、
国
家
権
力
の
側
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
懸
緒
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
に
は
、

心
緒
帝
が
い
わ
ゆ
る
量
定
国
是
の
諭
」
を
下
し
な
」
と
に
よ
り
中
央
の
変
法
の
方
針
も
明
確
と
な
膨
し
か
も
六
月
二
＋
三
日
の
変
法
の
励
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行
を
命
ず
る
上
諭
で
は
、
朝
廷
が
再
三
改
革
の
命
令
を
出
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
外
の
臣
工
の
多
く
は
旧
章
を
墨
守
す
る
の
み
で
真
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
実
行
し
な
い
と
し
、
特
に
湖
南
の
摺
紳
に
よ
る
新
政
阻
害
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
羅
志
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
央
に
お
け
る
変
法
派
と

保
守
派
の
闘
争
の
帰
趨
を
予
測
し
え
な
い
こ
の
時
、
湖
南
の
保
守
派
が
聖
旨
に
違
背
し
て
ま
で
変
法
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
「
晩
清
の
政
治
は
地
方
の
紳
士
が
堂
々
と
朝
旨
（
湖
爾
に
お
い
て
は
当
地
の
草
藁
の
意
向
を
も
含
む
…
黒
氏
原
註
）
に
逆
ら
っ
て
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
き
る
ほ
ど
、
開
放
的
で
自
由
と
な
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
算
氏
の
問
い
は
、
や
は
り
注
意
す
る
に
足
る
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、

羅
氏
の
言
う
よ
う
に
否
定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
湖
南
の
保
守
派
が
朝
事
に
逆
ら
っ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
彼
ら

は
す
す
ん
で
反
逆
者
た
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
立
場
は
「
皇
軍
の
独
立
至
上
論
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
襲
に
聞
く
な
ら
く
、
葵
園
（
王
先
謙
）
先
生
、
「
近
日
の
新
政
は
、
も
し
早
く
中
日
講
和
の
後
に
行
わ
れ
ば
、
今
に
至
り
て
必
ず
ほ
ぼ
愈
愈
を
具
え
、
外
人

　
敢
え
て
軽
視
せ
ず
、
膠
州
、
廓
大
の
患
も
以
っ
て
隠
消
す
べ
し
。
今
ま
た
康
、
梁
の
故
を
も
っ
て
、
天
下
を
し
て
謹
然
と
し
て
敢
え
て
新
を
言
わ
ざ
ら
し
む
。

　
恐
ら
く
は
終
に
自
強
の
効
を
収
め
難
し
」
と
言
う
を
。
蓋
し
時
を
幸
う
の
君
子
、
未
だ
法
の
宜
し
く
変
ず
べ
き
を
知
ら
ざ
る
者
有
ら
ず
。
た
だ
こ
れ
朝
廷
雷

　
わ
ざ
る
に
、
草
面
こ
れ
を
言
う
は
、
未
だ
政
を
乱
す
に
近
き
を
免
れ
ず
。
甫
皮
（
張
之
洞
）
紅
軍
の
勧
学
篇
、
か
つ
そ
の
詞
を
遜
順
す
。
も
し
康
、
梁
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
た
必
ず
孔
子
改
制
に
託
し
て
後
大
い
に
そ
の
説
を
暢
ば
さ
ば
、
こ
れ
ま
た
中
国
の
君
権
至
尊
の
効
な
り
。

　
光
象
二
十
四
年
七
月
下
旬
、
書
勝
輝
は
あ
る
友
人
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
か
く
述
べ
た
。
自
分
と
て
新
政
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
た
だ
そ
れ
を
だ
れ
が
主
唱
す
る
か
が
問
題
な
の
だ
。
堂
々
た
る
大
官
、
軍
機
大
臣
へ
の
就
任
さ
え
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
張
之
洞
も
、

な
お
そ
の
言
う
と
こ
ろ
は
恭
順
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
は
な
い
か
。
康
有
為
や
梁
早
耳
と
い
っ
た
若
輩
者
は
、
孔
子
改
制
な
ど
と
い
う
邪
説
に

仮
託
す
る
こ
と
で
し
か
、
つ
ま
り
盾
と
な
る
権
威
が
な
い
限
り
は
、
そ
の
説
を
宣
伝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
葉
身
は
言
う
。
葉
氏
の
理
解

で
は
、
「
君
権
至
尊
」
の
中
国
に
お
い
て
「
草
茅
」
の
徒
が
改
革
を
主
導
す
る
こ
と
は
、
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
湖
南
の
保
守
派
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
時
間
は
や
や
遡
る
が
同
年
五
月
二
十
二
日
、
期
先
謙
、
葉
徳
輝
ら
郷
貫
十

名
は
、
巡
撫
陳
駐
機
に
連
名
で
「
湘
紳
公
呈
」
を
送
り
、
「
平
等
、
平
権
の
説
」
を
撒
き
散
ら
し
て
い
る
時
務
学
堂
へ
「
厳
し
く
整
頓
を
加
え
、
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光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

異
学
を
主
張
す
る
の
人
（
梁
啓
超
ら
康
学
の
徒
）
を
屏
退
」
せ
ん
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
の
謹
呈
は
、
も
と
も
と
岳
麓
書
院
斎
長
言
鳳
陽
ら
が
公
稟

を
も
っ
て
王
先
手
に
要
求
し
た
も
の
で
、
同
時
に
賓
氏
ら
の
公
算
も
あ
わ
せ
て
上
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
公
稟
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
吾
人
は
名
教
綱
常
を
響
き
て
は
、
別
に
立
足
の
地
な
く
、
忠
孝
節
義
を
除
き
て
は
、
ま
た
あ
に
人
を
震
う
る
の
法
有
ら
ん
。
豊
平
、
梁
の
用
い
て
以
っ
て
世

　
を
惑
わ
す
所
の
者
は
、
民
権
の
み
、
平
等
の
み
。
試
み
に
問
う
、
検
す
で
に
下
に
移
ら
ば
、
国
、
誰
か
と
も
に
治
め
ん
、
民
自
主
す
べ
く
ん
ば
、
君
ま
た
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
を
か
為
さ
ん
。
こ
れ
天
下
を
率
い
て
乱
し
む
な
り
。
平
等
の
説
、
人
倫
を
蔑
棄
す
れ
ば
、
自
ら
行
う
あ
た
わ
ず
、
し
か
れ
ど
も
か
え
っ
て
教
を
立
て
ん
と
以

　
う
は
、
真
に
惇
謬
の
尤
な
る
者
な
り
。

　
こ
の
公
稟
で
賓
鳳
陽
ら
は
、
『
時
務
学
堂
課
芸
』
、
『
時
務
学
堂
日
記
』
に
加
え
ら
れ
た
梁
啓
超
ら
時
務
学
堂
教
習
の
批
語
の
う
ち
、
問
題
あ

る
も
の
を
選
ん
で
い
ち
い
ち
反
駁
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
時
務
学
堂
日
記
』
に
加
え
ら
れ
た
梁
風
詠
の
「
議
院
は
泰
西
に
創
ら
る
と
い

え
ど
も
、
実
は
吾
が
五
経
、
諸
子
、
伝
記
、
随
い
て
～
義
を
挙
げ
れ
ば
、
そ
の
意
有
る
者
多
し
。
惜
し
む
ら
く
は
君
統
あ
ま
り
に
長
く
、
人
の

敢
え
て
言
う
無
き
の
み
」
と
い
う
批
語
に
つ
い
て
は
、
「
案
ず
る
に
、
「
惜
し
む
ら
く
は
君
統
あ
ま
り
に
長
く
」
の
五
字
、
悼
逆
こ
こ
に
き
わ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
り
。
こ
れ
ほ
と
ん
ど
人
人
を
し
て
造
反
せ
し
め
、
時
時
に
乱
を
な
さ
し
め
、
然
る
後
心
に
快
と
す
る
か
」
と
言
う
。
教
と
は
「
上
の
施
す
所
、

下
の
効
う
所
」
（
『
説
文
』
）
で
あ
る
。
平
等
、
民
権
の
説
が
行
わ
れ
れ
ば
、
下
に
在
る
者
が
「
教
」
を
把
持
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
許
し
て
よ
い
の
か
。
権
は
上
に
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
湖
南
変
法
運
動
に
お
い
て
中
下
層
士
人
を
糾
合
す
る
役
割
を
は
た
し
、
「
議
院
の
規
模
」
を
備
え
よ
う
と
さ
え
し
た
と
い
う
南
学
会
、
こ
の

よ
う
な
動
き
に
対
す
る
保
守
派
の
見
方
は
、
は
な
は
だ
厳
し
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
南
学
、
会
を
廉
く
は
、
今
に
蒙
り
て
月
余
た
る
に
、
衆
口
紛
転
と
し
て
、
矛
戟
が
如
き
も
の
有
り
。
平
情
も
て
こ
れ
を
論
ず
る
に
、
陳
（
宝
箴
）
申
丞
講
を

　
　
開
く
こ
と
数
次
に
し
て
、
聴
く
者
洒
然
と
し
て
容
を
動
か
す
は
、
ま
た
為
す
を
得
る
の
位
に
居
り
、
先
覚
の
責
に
任
ず
れ
ば
、
故
に
人
を
感
ぜ
し
む
こ
と
か

　
　
く
の
如
し
そ
れ
深
き
に
よ
る
な
り
。
こ
の
外
の
会
冷
せ
る
諸
君
は
、
人
に
吹
索
せ
ら
る
（
あ
れ
こ
れ
と
あ
ら
探
し
を
さ
れ
る
）
を
免
れ
ず
。

　
光
緒
二
十
四
年
三
月
、
畢
永
年
か
ら
南
学
会
で
の
講
学
を
依
頼
さ
れ
た
王
位
謙
は
、
そ
れ
を
固
辞
す
る
書
信
を
送
り
、
そ
の
中
で
か
く
述
べ
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た
。
王
氏
は
続
け
て
言
う
。
「
日
本
の
維
新
は
製
造
よ
り
入
り
、
中
国
の
新
を
求
む
は
講
論
よ
り
入
る
。
務
む
る
所
は
名
に
あ
り
、
図
る
所
は

私
に
あ
り
。
言
は
天
下
に
満
つ
る
も
、
実
の
以
っ
て
こ
れ
を
継
ぐ
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
ま
た
傍
然
と
し
て
す
べ
て
空
し
く
、
終
古
に
済
る
な

　
　
⑳

き
の
み
」
。
こ
こ
で
王
氏
は
「
講
論
」
の
無
用
を
説
い
て
い
る
が
、
た
だ
ひ
と
り
巡
撫
陳
宝
箴
の
講
学
に
対
し
て
の
み
、
な
か
な
か
の
評
価
を

与
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
革
製
が
「
為
す
を
得
る
の
位
に
居
」
る
、
つ
ま
り
は
堂
々
た
る
封
彊
の
大
耳
で
あ
る
か
ら
で
、
黒
々
に
お
い

て
皇
権
を
代
表
し
て
い
る
陳
氏
に
は
、
士
人
を
教
え
導
く
責
任
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
野
に
在
る
も
の
が
、
あ
れ
こ
れ
議
論
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
在
野
の
士
人
に
よ
る
議
論
と
い
え
ば
、
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
の
は
美
田
の
党
社
運
動
で
あ
る
。
で
は
王
氏
に
よ
る
明
季
士
風
へ
の
評
価
は
ど

う
か
。
王
氏
は
あ
る
友
人
に
宛
て
た
書
簡
で
言
う
。

　
恩
寵
（
陸
朧
其
）
こ
れ
を
醤
い
て
曰
く
、
「
明
の
天
下
、
鬼
盗
に
亡
ば
ず
し
て
、
学
術
に
亡
ぶ
。
良
知
の
学
、
冠
盗
の
禍
を
醸
成
す
れ
ば
な
り
」
と
。
先
生
、

　
鍛
煉
周
内
（
無
理
に
罪
状
を
で
っ
ち
あ
げ
る
こ
と
）
を
以
っ
て
こ
れ
を
斥
く
。
愚
調
え
ら
く
、
「
明
代
は
学
術
に
亡
ぶ
」
、
清
潔
の
言
、
未
だ
尽
く
は
非
な
ら

　
ざ
る
な
り
。
し
か
れ
ど
も
専
ら
罪
を
良
知
に
帰
せ
ば
、
則
ち
偏
に
し
て
実
を
失
う
。
東
林
の
顧
（
炎
武
）
、
高
（
繋
龍
）
諸
公
、
亀
山
（
二
時
）
の
教
え
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ

　
修
め
、
朋
党
大
い
に
張
り
、
禍
は
宗
社
に
延
ぶ
は
、
王
学
あ
に
ひ
と
り
そ
の
答
に
任
ぜ
ん
や
。
蓋
し
算
学
は
徒
を
聚
む
れ
ば
、
則
ち
趨
附
せ
る
二
流
品
混
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
⑳

　
に
し
て
、
浮
議
さ
か
ん
に
興
り
、
そ
の
宗
旨
の
若
何
を
論
ず
る
な
く
、
皆
掛
っ
て
事
を
生
じ
乱
を
階
む
に
足
る
。

　
明
末
の
ご
と
き
朋
党
の
風
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
そ
の
禍
は
宗
社
に
お
よ
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
講
学
に
お
い
て
何
が
議
論
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
そ
の
内
容
が
正
し
い
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
議
論
は
、
「
そ
の
宗
旨
の
若
鳥
を
論
ず
る
な
く
」
、
端
的
に
怪
し

か
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
生
先
謙
ら
保
守
派
は
、
ひ
た
す
ら
皇
権
の
側
に
立
ち
、
そ
れ
と
の
一
体
感
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
本
章
の
は
じ
め
に

述
べ
た
北
京
の
情
況
と
同
様
に
、
湖
南
に
お
い
て
も
士
論
の
分
裂
は
明
ら
か
で
あ
り
、
保
守
派
は
確
か
に
、
皇
権
の
側
に
立
と
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
中
央
の
変
法
の
方
針
が
明
確
と
な
る
に
つ
れ
て
、
彼
ら
の
立
場
は
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
彼
ら
は

な
ぜ
中
央
の
方
針
に
従
え
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
彼
ら
の
苦
境
は
、
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
。
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光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

①
　
潜
氏
、
李
氏
の
上
奏
は
陳
義
傑
整
理
竹
浦
同
素
日
記
臨
第
六
冊
（
中
華
轡
局
、

　
一
九
九
八
年
）
、
光
緒
二
十
四
年
余
三
月
十
二
日
、
十
三
日
各
条
。
黄
氏
の
上
奏

　
は
、
中
国
史
学
会
主
編
『
戊
戌
変
法
臨
（
神
州
国
光
社
、
一
九
五
三
年
）
第
二
冊
、

　
奏
議
（
四
）
、
栄
禄
議
奏
議
、
禁
止
募
言
摺
、
上
奏
の
日
に
ち
は
魍
徳
宗
実
録
臨

　
光
緒
二
十
四
年
閏
三
月
庚
辰
に
よ
る
。
文
氏
の
上
奏
は
、
蘇
雲
斎
脚
韻
教
叢
編
』

　
巻
二
、
文
否
諾
侍
御
厳
参
康
有
為
摺
、
上
奏
の
日
に
ち
は
魍
徳
宗
実
録
』
光
緒
二

　
十
四
年
五
月
壬
申
に
よ
る
。

②
『
戊
戌
政
変
記
㎞
（
今
は
『
飲
車
室
合
集
』
所
収
の
も
の
に
よ
る
）
第
三
編
、

　
政
変
前
紀
、
第
二
章
、
政
変
之
分
原
因
。

③
北
京
衛
棺
案
藁
家
欄
楊
度
日
記
㎞
（
新
華
出
版
社
、
二
〇
〇
～
年
）
戊
戌
日
記
、

　
閏
三
月
三
日
、
二
十
三
日
各
条
。

④
葉
徳
輝
編
『
覚
迷
要
録
朝
巻
四
、
保
国
会
章
程
附
箋
瀕
駁
保
国
会
章
程
。
こ
の

　
時
の
孫
氏
が
挙
人
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
『
申
報
』
光
緒
二
十
四
年
九
月
三
十

　
日
、
縷
記
保
国
会
逆
修
に
、
「
仁
和
孫
孝
廉
瀕
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

⑤
康
有
為
『
我
史
（
康
南
海
自
編
年
譜
）
㎞
光
緒
二
十
四
年
第
十
四
段
。
本
稿
で

　
『
我
史
隔
を
利
用
す
る
際
は
、
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
の
手
稿
本
噸
別
霜
臨
に
基

　
づ
き
甲
午
年
以
降
の
本
文
に
校
訂
註
釈
を
加
え
た
茅
海
建
『
従
甲
午
到
戊
戌
輪

　
（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
を
用
い
、
茅
氏
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
段
数
を
註
記

　
す
る
。

　
　
な
お
こ
こ
で
康
有
為
は
、
「
駁
保
国
会
章
程
」
が
吏
部
主
事
洪
嘉
与
の
手
に
な

　
る
も
の
と
言
い
、
『
戊
戌
政
変
記
臨
第
三
編
、
政
変
前
議
、
第
二
章
、
政
変
之
分

　
原
因
に
も
問
様
の
記
述
が
あ
る
。
洪
氏
は
光
緒
襲
業
（
十
六
年
）
恩
科
の
第
二
甲

　
で
、
か
つ
現
任
の
官
僚
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
話
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
「
霜

　
を
無
み
す
る
」
云
々
の
攻
撃
も
、
完
全
に
政
権
外
部
か
ら
の
も
の
と
す
る
こ
と
は

　
で
き
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
営
団
も
上
奏
権
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
官
界

　
の
最
底
辺
に
い
た
の
で
あ
り
、
「
駁
保
国
会
章
程
扁
が
政
権
と
の
一
体
感
を
保
持

　
し
ょ
う
と
す
る
南
下
心
痛
入
の
立
場
を
示
す
も
の
、
と
い
う
解
釈
に
影
響
は
な
い
。

⑥
『
国
聞
報
』
群
青
二
十
四
年
閏
三
月
念
九
日
、
書
志
国
会
題
名
記
後
。

⑦
常
並
「
戊
戌
政
変
時
反
変
法
人
物
之
政
治
思
想
扁
（
下
田
京
学
報
』
二
十
五
、
～

　
九
三
九
年
）
。

⑧
李
文
海
「
戊
戌
維
新
時
期
改
革
与
反
改
革
的
闘
争
」
（
は
じ
め
に
註
②
所
引
の

　
認
識
武
主
編
『
戊
戌
維
新
運
動
史
論
集
㎏
）
。

⑨
　
は
じ
め
に
註
②
所
信
の
湯
志
鉤
『
戊
戌
変
法
史
㎞
第
四
章
、
湖
南
的
維
新
運
動
、

　
第
五
節
、
湖
南
新
政
和
新
旧
闘
争
。

⑩
　
黄
鼻
許
『
戊
戌
変
法
史
研
究
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
〇

　
年
）
論
光
緒
了
酉
戊
戌
湖
南
薪
旧
党
争
。

⑪
　
小
野
瑚
秀
美
欄
清
末
政
治
思
想
研
究
歴
（
み
す
ず
書
房
、
｝
九
六
九
年
）
第
五

　
章
、
戊
戌
変
法
と
湖
南
省
。

⑫
蓮
田
和
夫
「
『
禁
教
叢
編
睡
考
」
（
門
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
三
十
一
、
　
九

　
八
一
年
）
。

⑬
藤
谷
玉
吟
「
湖
南
変
法
運
動
の
展
開
と
郷
紳
に
よ
る
抵
抗
の
論
理
」
（
『
老
百
姓

　
の
世
界
』
五
、
　
九
八
七
年
）
。

⑭
例
え
ば
『
戊
戌
政
変
記
蝕
附
録
二
、
湖
南
広
東
情
痴
の
描
写
を
参
照
。

⑮
　
羅
志
田
「
近
代
湖
南
区
域
文
化
与
戊
戌
薪
旧
之
争
」
（
『
近
代
史
研
究
』
一
九
九

　
八
－
五
。
今
は
羅
氏
『
権
勢
転
移
施
湖
北
人
民
出
版
社
、
　
一
九
九
九
年
、
に
よ

　
る
）
。

⑯
羅
志
田
「
思
想
観
念
与
社
会
角
色
的
錯
位
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
九
八
－
五
。

　
今
は
前
註
脚
引
の
羅
氏
『
権
勢
転
移
』
に
よ
る
）
。

⑰
魍
徳
宗
実
録
』
光
臨
二
十
四
年
四
月
乙
巳
。
「
明
定
国
磯
之
諭
」
と
い
う
の
は
、

　
魍
呈
上
』
革
緒
二
十
四
年
第
十
七
段
に
見
え
る
語
。

⑱
『
徳
宗
実
録
暁
光
緒
二
十
四
年
六
月
乙
巳
。

⑲
本
章
註
⑯
所
引
の
羅
志
田
「
思
想
観
念
与
社
会
角
色
的
錯
位
」
。
な
お
当
時
の

　
王
二
輪
は
変
法
派
、
保
守
派
双
方
に
深
く
贋
入
れ
す
る
こ
と
な
く
学
問
研
究
に
勤

　
し
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
反
対
行
動
に
名
を
連
ね
た
の
も
弟
子
に
促
さ
れ
た
結
果
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で
、
決
し
て
本
腰
を
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
見
解
も
存
在
す
る
（
竹

　
内
弘
行
「
王
事
謙
の
保
守
思
想
」
㎎
中
国
哲
学
論
集
』
三
、
一
九
七
七
年
）
。
し
か

　
し
こ
の
見
解
は
、
王
氏
が
朝
旨
に
違
背
し
て
ま
で
変
法
に
反
対
し
て
い
た
事
実
を

　
あ
ま
り
に
軽
視
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
羅
宇
の
言
う
よ
う
に
、
当
時
に
お
い
て
上
諭

　
に
逆
ら
う
と
は
、
栢
当
の
考
慮
を
経
た
う
え
で
の
こ
と
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑳
『
翼
教
叢
編
』
巻
六
、
葉
吏
部
与
楡
恪
士
観
察
書
。
な
お
こ
の
書
信
が
光
緒
二

　
十
四
年
七
月
下
旬
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
言
う
の
は
、
「
頃
見
親
電
録
、
上
諭
裁

　
汰
冗
員
、
剛
併
各
衙
門
高
架
」
と
、
七
月
十
四
日
の
上
諭
（
『
徳
宗
実
録
匝
光
緒

　
二
十
四
年
七
月
乙
丑
）
に
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
情
報
源
に
基
づ
く
か

　
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ
く
湖
南
に
あ
っ
た
王
耕
運
が
こ
の
上
諭
を
見
た

　
の
は
同
月
二
十
二
日
（
王
關
運
『
湘
綺
楼
日
記
』
岳
麓
書
社
、
一
九
九
七
年
、
第

　
四
冊
、
同
日
）
。

⑳
噛
翼
教
叢
編
』
巻
絹
、
湘
紳
公
用
。
「
湘
紳
公
呈
」
上
呈
の
日
に
ち
は
、
『
湘

　
報
偏
第
一
百
十
四
号
、
撫
引
引
示
に
よ
る
。

⑫
　
　
㎎
翼
教
叢
編
』
巻
五
、
賓
鳳
陽
二
上
王
益
吾
院
長
書
。

⑳
　
引
用
は
皮
錫
声
門
師
伏
堂
日
記
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第

　
二
冊
、
光
緒
二
十
～
二
年
十
二
月
初
一
日
。
南
学
会
に
つ
い
て
は
、
王
爾
敏
「
南
学

　
会
偏
（
噸
大
陸
雑
誌
輪
二
十
三
－
五
・
六
、
一
九
六
一
年
。
今
は
は
じ
め
に
註
②
所

　
引
の
王
氏
噸
晩
清
政
治
思
想
史
論
㎞
に
よ
る
）
を
参
照
。
な
お
変
法
派
が
南
学
会

　
に
「
議
院
の
規
模
」
を
附
与
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
議

　
院
」
の
実
際
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い

　
て
は
、
同
じ
く
は
じ
め
に
註
②
所
引
の
湯
志
鉤
槻
戊
戌
変
法
史
隔
第
四
章
、
湖
南

　
的
維
新
運
動
、
第
三
節
、
南
学
会
を
参
照
。

⑳
　
　
門
翼
教
叢
編
㎞
巻
六
、
託
言
吾
祭
酒
復
畢
永
年
書
。
こ
の
害
簡
に
つ
い
て
は
、

　
門
師
伏
堂
日
記
睡
第
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
置
三
月
初
六
日
に
、
「
熊
（
希
齢
）

　
課
（
嗣
同
）
畢
松
甫
（
永
年
）
皆
函
請
祭
酒
（
王
先
謙
）
過
江
曲
学
、
以
副
諸
生

　
之
望
、
祭
酒
通
園
難
。
此
公
隠
里
実
不
為
難
、
特
不
落
球
労
耳
」
と
あ
り
、
南
学

　
会
の
第
～
次
集
会
が
同
年
二
月
初
一
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
三
月
中
の
執
筆

　
と
知
れ
る
。

⑳
明
番
の
墨
東
運
動
に
つ
い
て
は
、
謝
国
禎
『
明
清
可
罰
叢
説
運
動
考
臨
（
中
華

　
書
局
、
一
九
八
二
年
）
、
は
じ
め
に
註
④
論
難
の
井
上
進
「
撲
学
の
背
景
」
、
小
野

　
和
子
『
明
季
党
社
考
』
（
同
朋
社
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

⑯
　
王
先
謙
『
葵
園
四
種
』
（
岳
麓
書
社
、
一
九
八
六
年
）
虚
受
堂
文
集
巻
十
四
、

　
与
王
土
丞
書
。
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二
　
経
済
科
の
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

国
家
の
入
才
を
造
就
す
る
は
、
た
だ
実
用
に
潜
く
有
る
を
期
し
、
も
と
一
格
に
拘
ら
ざ
る
べ
し
。
該
衙
門
（
総
理
衙
門
）
の
議
す
所
の
特
科
、
歳
挙
の
両
途
、

ま
こ
と
に
以
っ
て
風
気
を
開
き
て
登
進
を
望
む
に
足
ら
ば
、
著
し
て
議
す
所
に
照
ら
し
て
准
行
せ
よ
。
そ
の
詳
細
の
章
程
は
、
な
お
該
衙
門
に
著
し
て
礼
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や

と
会
同
し
て
妥
議
し
旦
ハ
奏
せ
し
め
よ
。
現
在
時
事
は
銀
み
多
く
、
才
を
需
む
こ
と
は
な
は
だ
亟
か
な
り
。
旨
を
降
し
て
よ
り
以
後
、
該
大
臣
等
も
し
平
素

深
く
思
す
る
所
の
富
有
ら
ば
、
切
実
の
禁
書
を
出
旦
乱
し
、
陸
続
と
俗
送
し
、
情
面
に
謄
淫
し
、
徒
に
虚
声
を
採
る
を
得
ざ
れ
。
保
す
る
所
の
人
員
彙
斉
し
て

百
人
以
上
に
至
る
を
侯
ち
て
、
た
だ
ち
に
奏
害
し
て
期
を
定
め
て
特
科
を
挙
行
し
、
以
っ
て
観
感
に
資
す
べ
し
。
歳
挙
に
至
り
て
は
既
に
年
限
を
定
む
れ
ば
、
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各
該
督
撫
、
学
政
は
、
務
め
て
新
増
せ
る
算
学
、
芸
学
の
各
書
院
、
学
堂
を
も
つ
て
切
実
に
経
理
し
、
時
に
随
い
て
院
長
、
教
習
を
督
罪
し
、
認
真
に
訓
迫

　
し
、
精
に
し
て
益
ま
す
精
な
る
を
求
め
よ
。
畜
生
繋
金
も
ま
た
当
に
経
済
の
一
跨
と
制
芸
の
士
を
取
る
こ
と
並
び
重
き
を
思
い
、
争
い
て
自
ら
濯
摩
し
、
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
め
て
上
進
を
求
め
、
も
っ
て
朝
廷
の
ひ
ろ
く
俊
秀
を
求
む
る
の
至
意
に
副
う
べ
し
。

　
光
緒
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
に
貴
州
学
政
厳
修
が
経
済
専
科
の
開
設
を
請
う
上
奏
を
行
っ
た
後
、
総
理
衙
門
は
礼
部
と
と
も
に
そ
の
内

容
に
つ
き
検
討
を
重
ね
、
糞
垂
二
十
四
年
正
月
初
六
日
、
経
済
特
科
、
及
び
歳
挙
（
正
科
）
の
開
設
を
請
う
覆
奏
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
引
用
し

た
の
は
、
総
理
衙
門
の
覆
奏
が
行
わ
れ
た
後
、
即
日
下
さ
れ
た
上
諭
で
あ
る
。
こ
の
多
難
の
時
、
朝
廷
は
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
風
気
を
開
い
て
進
用
の
途
を
広
め
る
べ
き
で
、
新
た
に
経
済
科
を
開
き
、
従
来
の
進
士
科
と
併
用
す
る
、
と
こ
の
上
諭
は
言
う
。
総
理
衙
門

の
黒
馬
に
よ
っ
て
ま
ず
経
済
特
科
の
あ
ら
ま
し
を
見
る
と
、
そ
れ
は
康
煕
、
乾
隆
年
間
の
博
学
鴻
愈
愈
に
倣
い
、
三
品
以
上
の
京
宮
と
督
撫
、

学
政
に
内
政
、
外
交
、
理
財
、
経
武
、
格
物
、
孜
工
の
六
事
い
ず
れ
か
に
長
じ
た
人
材
を
総
理
衙
門
へ
推
薦
せ
し
め
、
そ
の
後
閲
巻
大
臣
を
任

命
し
て
策
論
を
試
み
た
う
え
合
否
を
決
定
し
、
さ
ら
に
知
慮
を
行
っ
て
席
次
を
定
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
常
例
と
は
為

さ
ず
」
と
全
う
よ
う
に
、
十
年
か
二
十
年
に
～
度
、
特
旨
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
士
人
社
会
一
般
に
対
し
て
よ
り
大
き

な
意
味
を
持
つ
の
は
、
む
し
ろ
定
期
的
に
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
済
正
科
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
総
理
衙
門
の
覆
奏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
実
施
方
法
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

　
も
し
設
け
て
年
限
の
科
と
為
さ
ば
、
則
即
ち
新
増
せ
る
鑑
査
を
講
求
せ
る
各
書
院
、
学
堂
を
以
っ
て
造
端
の
始
と
為
し
、
鳶
職
の
郷
試
の
年
盛
に
、
各
省
の

　
学
臣
よ
り
各
書
院
、
各
学
堂
の
高
等
の
生
監
を
調
取
し
て
録
位
せ
し
め
、
郷
、
会
試
は
皆
策
問
を
以
っ
て
こ
れ
を
試
む
。
初
場
は
専
門
の
題
を
試
み
、
次
場

　
　
は
時
務
題
を
試
み
、
三
場
は
な
お
四
書
文
を
試
み
、
以
っ
て
趨
向
を
歯
す
。
中
尽
せ
る
者
は
男
に
一
榜
と
為
し
、
名
づ
け
て
経
済
正
科
の
挙
人
、
貢
士
（
会

　
試
合
格
後
の
殿
試
に
応
ず
る
ま
で
の
間
、
受
験
生
は
貢
士
と
称
さ
れ
る
）
と
為
す
。
そ
の
覆
試
（
殿
試
の
前
に
会
試
合
格
者
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
再
試

　
　
験
）
、
殿
試
、
朝
考
（
殿
試
終
了
後
、
新
進
士
の
学
力
を
審
讃
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
試
験
）
は
、
な
お
尋
常
の
挙
人
、
貢
士
と
合
わ
せ
て
一
場
と
為
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が

　
　
同
に
一
題
を
試
み
、
巻
舌
に
晒
し
て
男
に
字
号
を
編
じ
、
責
め
る
に
楷
法
を
以
っ
て
せ
ず
、
そ
の
詑
脱
を
苛
め
ず
、
一
に
学
問
の
根
抵
を
以
っ
て
高
下
と
為
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②

　
さ
ば
、
自
ず
か
ら
真
紅
を
屈
抑
す
る
に
至
ら
ず
、
し
こ
う
し
て
ま
た
諸
生
の
岐
視
を
免
が
る
べ
し
。
こ
れ
常
科
と
為
し
、
三
歳
に
～
た
び
挙
ぐ
。

　
総
理
衙
門
の
提
案
に
よ
れ
ば
、
経
済
正
科
で
は
郷
、
会
試
の
段
階
、
す
な
わ
ち
実
際
の
合
否
に
関
係
す
る
段
階
で
は
「
專
門
の
題
」
と
「
時

務
題
」
を
中
心
に
試
験
を
行
い
、
農
試
、
殿
試
、
朝
考
に
お
い
て
も
、
従
来
の
挙
人
、
貢
士
と
同
じ
問
題
を
用
い
る
と
は
い
え
、
合
格
の
席
次

は
別
々
に
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
郷
試
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
各
地
の
書
院
、
学
堂
か
ら
録
送
さ
れ
て
き
た
学
生
、

と
い
う
こ
と
は
、
書
院
と
学
堂
が
従
来
の
科
挙
に
お
け
る
学
校
と
同
様
の
役
に
任
ず
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
事
実
上
の

「
経
済
全
員
」
を
創
出
す
る
も
の
、
少
な
く
と
も
そ
の
方
向
性
は
は
っ
き
り
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
提
案
は
従
来
の
科
挙
と
は
別
に

新
た
な
人
材
登
用
ル
ー
ト
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
か
も
上
諭
に
よ
っ
て
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
書
院
、
学
堂
を
経
済
正
科
の
基
礎
に
置
く
と
い
う
方
向
は
、
こ
の
後
の
動
き
か
ら
も
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年
三
月
十
九
日
、

御
史
李
盛
業
は
上
奏
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
た
。
「
現
に
議
せ
る
経
済
歳
科
は
、
専
ら
学
堂
に
就
き
て
録
愛
せ
し
む
。
し
か
れ
ど
も
各

省
の
学
堂
は
、
直
隷
、
湖
南
、
安
徽
等
の
省
の
外
、
な
お
未
だ
推
行
せ
ず
」
。
し
た
が
っ
て
速
や
か
に
学
堂
を
設
立
し
、
朝
廷
の
人
材
を
求
め

る
気
持
ち
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
応
に
請
う
べ
し
、
上
灘
撫
に
筋
下
し
て
地
方
の
紳
士
と
会
同
し
、
経
費
を
簿
備
し
、
省
会
の
大
学

堂
及
び
武
備
学
堂
を
も
っ
て
剋
日
に
興
辮
し
、
六
箇
月
の
内
に
限
り
て
、
一
律
に
告
成
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
。
こ
の
李
盛
鐸
の
提
案
を
う
け
艶

言
は
総
理
衙
門
に
下
問
、
閏
三
月
初
五
日
、
総
理
衙
門
に
よ
る
訳
者
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
総
理
衙
門
の
薫
習
は
、
早
霜
鐸
の
提
案
を
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

支
持
す
る
も
の
で
、
「
議
に
依
れ
」
と
の
墨
引
を
奉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
五
月
五
日
、
「
著
し
て
下
の
科
よ
り
始
め
と
為
し
、
郷
、
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

試
及
び
生
童
の
歳
、
科
の
各
試
の
さ
き
に
四
書
文
を
用
う
る
者
は
、
一
律
に
改
め
て
策
論
を
試
む
」
、
と
い
う
上
諭
が
下
り
、
つ
い
で
同
月
十

五
日
、
総
理
衙
門
が
京
師
大
学
堂
設
立
を
請
う
上
奏
を
「
京
師
大
学
堂
章
程
」
を
附
し
て
行
い
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
裁
可
さ
れ
た
。
総
理
衙
門

の
上
奏
は
、
「
大
学
堂
は
京
師
に
設
立
し
、
以
っ
て
各
省
の
表
率
と
為
」
し
、
京
師
大
学
堂
に
各
地
の
学
堂
を
統
轄
さ
せ
る
こ
と
で
、
各
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

学
堂
が
「
各
お
の
珍
域
を
置
く
る
に
至
る
」
弊
害
を
防
ご
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
新
設
の
京
師
大
学
堂
と
各
地
の
学
堂
と
の
関
係
、
ま
た

入
学
し
た
学
生
の
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
「
京
師
大
学
堂
章
程
」
の
第
四
章
、
「
学
成
り
て
出
身
す
る
の
例
」
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光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

に
よ
っ
て
見
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
び
　
ぢ

　
章
程
該
章
で
は
ま
ず
第
一
節
で
、
「
前
者
に
窪
く
る
所
の
各
学
堂
の
以
っ
て
人
才
を
成
就
す
る
あ
た
わ
ざ
る
所
の
故
は
、
功
課
の
未
だ
法
の

ご
と
く
す
る
あ
た
わ
ず
、
教
習
の
未
だ
人
を
得
る
あ
た
わ
ざ
る
に
よ
る
と
錐
も
、
ま
た
国
家
の
星
章
の
仕
進
こ
の
途
に
出
で
ず
、
学
成
れ
ど
も

用
う
る
所
無
け
れ
ば
、
故
に
高
才
の
人
、
学
に
就
く
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
に
よ
る
」
と
し
た
う
え
、
今
後
は
各
地
の
学
堂
を
基
礎
と
す
る
経
済
科
も

正
規
の
出
身
の
途
と
し
、
「
以
っ
て
人
才
を
励
ま
し
風
気
を
開
く
べ
し
」
と
言
う
。
続
い
て
第
二
節
の
規
定
を
見
て
み
よ
う
。

　
本
年
正
月
初
七
日
の
上
諭
、
巳
に
各
省
の
学
堂
、
経
済
科
挙
入
、
経
済
科
貢
士
の
各
名
号
有
ら
ば
、
今
擬
す
ら
く
は
、
各
省
に
通
筋
し
て
上
は
銀
子
よ
り
下

　
は
府
、
州
、
県
に
及
ぶ
ま
で
、
皆
須
ら
く
一
年
の
内
に
学
堂
を
設
立
せ
し
む
べ
し
。
府
、
州
、
県
は
こ
れ
を
小
学
と
謂
い
、
省
会
は
こ
れ
を
中
学
と
謂
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
京
師
は
こ
れ
を
大
学
と
謂
う
。
小
学
よ
り
卒
業
し
て
文
懸
を
領
有
せ
る
者
は
、
経
済
生
員
と
作
為
し
て
中
学
に
升
帯
せ
し
め
、
中
学
よ
り
卒
業
し
て
文
懸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
領
有
せ
る
者
は
、
挙
人
と
作
為
し
て
大
学
に
升
石
せ
し
め
、
大
学
よ
り
卒
業
し
て
文
懸
を
領
有
せ
る
者
は
、
進
士
と
作
為
し
て
引
見
し
て
官
を
尊
く
。
既
に

　
挙
人
を
得
た
る
者
は
、
以
っ
て
各
処
の
学
堂
の
教
習
の
職
に
充
つ
べ
し
。
既
に
進
士
を
得
た
る
者
は
、
そ
の
専
門
に
就
き
、
各
お
の
長
ず
る
所
に
よ
り
て
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
け
る
に
職
事
を
以
っ
て
し
、
以
っ
て
新
政
を
佐
け
し
む
。
惟
う
に
こ
れ
を
試
用
す
る
こ
と
い
よ
い
よ
広
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を
成
就
す
る
こ
と
益
ま
す

　
多
け
れ
ば
な
り
。

　
こ
の
規
定
で
は
、
京
師
大
学
堂
を
頂
点
と
す
る
学
堂
制
度
と
経
済
正
科
が
接
続
さ
れ
、
学
歴
に
応
じ
て
経
済
楽
員
、
経
済
挙
入
、
経
済
進
士

の
出
身
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
経
済
科
の
資
格
と
、
従
来
の
資
格
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で

第
三
節
に
「
京
師
大
学
堂
は
、
多
く
已
経
に
職
を
授
け
ら
る
の
人
員
有
り
。
そ
の
卒
業
せ
る
後
、
応
に
い
か
に
破
格
に
擢
用
す
べ
き
の
処
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で

聖
裁
よ
り
出
ず
。
そ
の
各
省
の
中
学
堂
の
学
生
、
も
し
已
経
に
挙
人
に
中
棄
せ
る
露
命
ら
ば
、
そ
の
卒
業
し
て
大
学
堂
に
心
入
せ
る
の
時
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で

た
た
だ
ち
に
進
士
と
作
為
し
、
大
学
全
中
の
已
経
に
職
を
授
け
ら
る
の
人
員
と
一
体
に
相
い
待
つ
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
、
従
来
の
資
格
保
持
者

に
対
し
て
若
干
の
優
遇
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
任
官
資
格
の
あ
る
も
の
を
も
、
新
し
い
士
進
の
途
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
⑥

と
が
わ
か
る
。
康
有
為
と
梁
啓
超
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
章
程
は
軍
機
大
臣
と
総
署
大
臣
が
梁
氏
に
依
頼
し
て
起
草
さ
せ
た
も
の
だ
と
言
い
、
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⑦

ど
う
も
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
事
実
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
同
月
二
十
二
日
の
上
諭
で
は
、
各
省
の
中
学
、
小
学
は
ま
だ
設
立
が
進
ん
で
い
な
い

と
し
、
各
省
督
撫
に
対
し
地
方
宮
に
命
じ
て
管
轄
区
域
内
の
書
院
と
学
校
設
立
に
必
要
な
経
費
を
ニ
カ
月
以
内
に
報
告
さ
せ
よ
、
と
言
う
。
こ

れ
は
「
各
省
の
府
、
州
、
県
の
現
有
の
大
小
の
書
院
を
も
っ
て
、
一
律
に
改
め
て
中
学
、
西
学
を
兼
習
す
る
学
校
と
為
す
」
た
め
で
あ
り
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
に
そ
の
経
費
も
、
各
省
の
紳
民
の
寄
附
を
期
待
す
る
外
、
官
費
か
ら
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
各
地
に
存

在
す
る
書
院
が
国
家
の
体
制
に
取
り
込
ま
れ
、
新
た
な
人
材
登
用
ル
ー
ト
の
基
礎
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戊
戌
の
年
の
科
挙
改
革
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
よ
う
に
急
速
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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①
朱
寿
朋
編
隅
東
華
続
録
駄
（
噸
光
緒
朝
東
華
録
輪
を
書
名
と
す
る
中
華
書
局
　
九

　
五
八
年
排
印
本
を
用
い
た
が
、
本
来
の
雷
名
で
あ
る
『
東
華
続
録
睡
に
従
う
）
光

　
緒
二
十
四
年
正
月
庚
寅
。
な
お
下
文
で
触
れ
る
貴
州
学
政
厳
修
に
よ
る
経
済
科
の

　
開
設
を
請
う
上
奏
は
、
噸
知
新
嶋
脇
第
四
十
六
冊
に
見
え
る
。

②
前
註
と
同
じ
く
欄
東
華
続
録
輪
光
緒
二
十
四
年
正
月
庚
寅
。
引
文
中
、
「
次
場

　
試
時
務
題
」
の
「
試
」
字
、
「
一
管
学
問
根
抵
為
高
下
」
の
「
根
抵
」
字
は
、
『
知

　
新
報
駄
第
四
十
六
冊
所
収
の
同
文
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
な
お
本
稿
で
使
用
す
る
科

　
無
関
係
の
用
語
や
、
豊
代
の
科
挙
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
『
清
史
稿
㎞
選

　
無
道
、
商
母
国
『
清
代
科
挙
考
試
述
録
』
（
三
聯
書
店
、
一
九
五
八
年
）
を
参
照
。

③
国
家
的
案
局
明
清
懸
案
煙
毒
『
戊
戌
変
法
棺
案
史
料
駄
（
申
華
二
線
、
～
九
五

　
八
年
）
六
、
辮
設
文
武
学
堂
及
游
学
章
程
、
江
南
道
監
察
御
史
李
盛
鐸
片
、
総
理

　
各
国
事
務
変
新
等
片
。

④
『
徳
宗
実
録
㎞
光
緒
二
十
四
年
五
月
丁
巳
。

⑤
門
東
華
続
録
㎞
光
緒
二
十
四
年
五
月
丁
卯
。

⑥
北
京
大
学
・
中
国
第
一
歴
史
棺
案
中
編
『
京
師
大
学
堂
棺
案
選
編
』
（
北
京
大

　
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
○
＝
二
、
大
学
堂
章
程
。
引
文
に
あ
る
「
本
年
正
月

　
初
七
日
上
諭
」
と
は
、
本
章
註
①
に
引
い
た
正
月
初
六
日
の
経
済
科
設
立
を
命
ず

　
る
上
諭
の
こ
と
。

⑦
『
我
史
』
光
束
二
十
四
年
第
三
十
五
段
、
『
戊
戌
政
変
記
一
難
～
篇
、
改
革
実

　
情
、
第
二
章
、
新
政
詔
書
恭
蹟
。
章
程
が
梁
氏
の
手
に
な
る
と
い
う
二
親
を
事
実

　
と
認
め
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
茅
海
建
に
よ
る
考
証
を
参
照
（
第
～
章
註
⑤
所

　
引
の
咽
従
甲
午
到
戊
戌
』
）
。

⑧
『
徳
宗
実
録
』
下
緒
二
十
四
年
五
月
甲
山
。

⑨
な
お
こ
の
後
も
、
例
え
ば
孫
家
鼎
が
六
月
二
十
二
日
に
行
っ
た
上
奏
に
お
い
て
、

　
小
学
、
中
学
、
大
学
堂
の
卒
業
生
に
そ
れ
ぞ
れ
生
員
、
挙
人
、
進
士
の
資
格
を
与

　
え
る
点
に
つ
き
定
員
を
厳
し
く
限
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
な
ど
（
『
東
華
続
録
睡

　
光
緒
二
十
四
年
六
月
糞
溜
）
、
科
挙
及
び
学
校
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
駆
け
引
き

　
は
続
く
。
た
だ
し
本
稿
の
目
的
は
、
当
時
に
お
け
る
改
革
の
最
も
急
進
的
な
点
を

　
確
認
し
、
次
章
に
お
い
て
そ
の
湖
南
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ

　
て
こ
の
改
革
の
も
つ
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
こ
で
中
央
の
議
論

　
を
こ
れ
以
上
追
う
こ
と
は
し
な
い
。
こ
の
時
の
議
論
全
般
に
つ
い
て
は
、
王
徳
昭

　
『
清
麗
科
挙
制
度
研
究
』
（
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
中
六
、
新
時

　
勢
・
新
教
育
・
与
科
挙
的
廃
止
を
参
照
。
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本
章
で
は
話
を
湖
南
に
戻
し
、
前
章
で
述
べ
た
中
央
の
科
挙
改
革
が
、
湖
南
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
光
緒
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

十
四
年
二
月
初
一
B
、
南
学
会
第
一
次
開
講
が
長
沙
孝
廉
堂
で
行
わ
れ
、
聴
衆
は
三
百
余
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
時
演
説
を
行
っ
た
皮
錫

瑞
は
、
学
会
と
藩
学
の
益
を
述
べ
る
中
で
経
済
科
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
前
に
上
諭
有
り
て
、
京
師
に
大
学
堂
を
開
か
し
め
、
各
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

も
並
び
に
学
堂
を
開
か
し
む
。
今
ま
た
上
諭
有
り
て
、
経
済
特
科
を
開
き
、
学
堂
を
し
て
人
材
を
保
黒
し
、
経
済
科
の
貢
士
と
作
為
さ
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
れ
よ
り
四
海
の
内
、
学
校
は
林
の
如
け
れ
ば
、
講
学
の
一
事
も
、
更
に
緩
め
る
を
容
れ
ず
」
。
こ
の
皮
氏
の
発
言
で
は
、
経
済
科
と
学
校
、

そ
し
て
彼
ら
の
行
う
亭
亭
が
、
一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
開
講
に
参
加
し
た
士
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
講
学
へ
の
参

加
は
、
学
堂
を
通
し
て
経
済
科
へ
の
途
が
切
り
開
か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
事
実
湖
南
の
変
法
派
に
よ
る
言
論
活
動
の
拠
点
と
な
っ

た
『
湘
報
』
は
、
中
央
の
科
挙
改
革
の
動
き
を
逐
一
報
道
し
、
そ
れ
を
湖
南
の
士
紳
に
周
知
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
前
章
で
触

れ
た
正
月
初
六
日
の
総
理
衙
門
に
よ
る
覆
奏
は
二
月
十
六
日
の
同
報
第
二
号
に
、
五
月
五
日
の
四
書
文
を
改
め
策
論
と
す
る
上
諭
は
五
月
十
六

日
発
行
の
第
一
百
二
号
に
、
順
序
が
逆
に
な
る
が
五
月
二
十
二
日
の
書
院
を
学
堂
に
改
め
る
上
諭
は
六
月
十
六
日
発
行
の
第
一
百
十
八
号
に
、

’
五
月
十
五
日
の
京
師
大
学
堂
創
設
を
請
う
総
理
衙
門
の
上
奏
と
京
師
大
学
堂
章
程
は
、
七
月
初
一
日
発
行
の
第
一
百
三
十
号
か
ら
第
一
百
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

四
号
ま
で
、
五
日
に
わ
た
っ
て
分
載
さ
れ
て
い
る
。

　
中
央
の
改
革
を
湖
南
の
省
政
に
反
映
さ
せ
る
動
き
も
、
ま
た
迅
速
で
あ
っ
た
。
二
月
十
五
日
の
野
師
報
』
第
一
号
に
は
、
湖
南
巡
撫
陳
宝
箴

と
学
政
徐
仁
鋳
連
名
の
告
示
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
皆
示
で
は
、
正
月
初
六
日
の
上
諭
を
引
き
、
「
今
諭
旨
を
欽
暑
し
、
特
科
、
歳
挙
の
両
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

を
増
開
す
れ
ば
、
俊
を
鑛
ぶ
の
典
極
め
て
隆
ん
に
し
て
、
暗
黒
の
階
い
よ
い
よ
広
し
」
と
新
た
な
重
用
の
途
が
開
け
た
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
、

「
各
庁
、
州
、
県
に
重
々
し
、
遵
照
し
て
士
紳
を
勧
導
し
て
多
く
学
堂
を
設
け
し
め
、
並
び
に
書
院
の
課
章
を
も
っ
て
酌
改
し
、
以
っ
て
造
就

　
た
す
を
資
け
し
む
を
除
く
の
外
、
ま
さ
に
出
示
し
て
暁
鶏
を
行
う
べ
し
。
こ
れ
が
た
め
に
通
男
の
貢
監
、
生
童
の
人
等
に
示
仰
し
て
一
体
に
知
悉
せ
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④

し
む
」
と
雷
う
。
学
政
首
脳
は
こ
れ
に
よ
っ
て
湖
南
が
中
央
の
政
策
を
忠
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
示
し
た
わ
け
だ
が
、
で
は
「
枯
骨
」
さ
れ
た

士
紳
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
は
経
済
科
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
学
堂
の
情
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
周
秋
光
が
『
湘
報
』
を
用
い
て
行
っ
た
研
究
に
よ
り

そ
の
概
略
を
示
せ
ば
、
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い
た
時
務
学
堂
以
外
に
も
、
宝
慶
府
新
化
県
実
学
堂
な
ど
十
所
の
学
堂
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
確

認
で
き
、
旧
来
の
書
院
に
つ
い
て
も
、
省
城
の
岳
麓
、
城
南
、
求
忠
三
書
院
の
課
程
改
革
が
行
わ
れ
た
外
、
省
内
各
地
で
改
革
が
行
わ
れ
て
い

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
。
ま
た
各
地
に
南
学
分
会
や
学
会
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
こ
れ
も
そ
の
章
程
で
経
済
科
に
触
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
葦
子
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
学
堂
、
書
院
及
び
学
会
の
設
立
は
各
地
の
士
紳
、
そ
れ
も
生
煮
層
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
生
員
が
雪
嶺
と

な
り
、
知
県
に
県
試
に
お
い
て
経
済
の
学
を
用
い
る
こ
と
を
請
願
し
た
例
も
存
在
す
る
。
三
月
十
二
日
の
『
警
報
』
第
二
十
四
号
で
は
、
溜
陽

県
試
の
二
、
丁
場
に
お
い
て
時
務
、
算
学
を
試
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
な
さ
れ
た
決
定

な
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
の
三
月
二
十
九
日
の
『
語
聾
』
第
三
十
八
号
で
は
、
長
沙
下
畑
潭
県
の
生
員
が
県
試
の
第
二
場
以

降
は
四
書
文
の
外
に
専
門
の
題
の
選
択
も
認
め
る
よ
う
求
め
た
こ
と
、
該
県
知
県
か
ら
経
済
誌
が
別
に
行
わ
れ
る
以
上
県
試
の
内
容
は
変
更
し

な
い
が
、
も
し
経
済
の
学
に
通
じ
た
も
の
が
い
れ
ば
別
に
試
験
を
行
い
、
省
城
の
書
院
に
推
薦
す
る
と
い
う
回
答
を
得
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
四
月
十
八
日
の
第
七
十
九
号
で
は
、
岳
州
府
巴
陵
県
の
議
員
が
同
様
の
請
願
を
行
い
、
知
県
に
よ
り
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
こ

と
、
五
月
初
八
日
の
第
九
十
五
号
で
は
、
陳
宝
箴
の
指
示
に
よ
り
長
沙
、
善
化
両
県
試
の
第
二
場
で
時
務
、
策
論
等
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た

の
を
聞
き
つ
け
た
長
沙
府
仮
県
の
生
野
等
が
両
県
に
倣
う
こ
と
を
求
め
、
知
県
か
ら
第
四
場
で
時
務
、
算
学
を
用
い
る
と
い
う
回
答
を
得
た
こ

　
　
　
　
　
　
⑧

と
が
報
道
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
部
の
士
紳
は
積
極
的
に
省
政
首
脳
の
「
勧
導
」
に
応
じ
て
経
済
の
学
を
学
ぶ
こ
と
を
選
択
し
、
し
か
も
制
度
の
最
底
辺
部
に

お
い
て
は
自
ら
請
願
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
も
重
要
な
第
一
場
に
手
を
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
従
来
の
県
試
に
変
通

を
も
た
ら
し
つ
つ
さ
え
あ
っ
た
。
で
は
経
済
の
学
を
選
ん
だ
も
の
た
ち
は
、
す
べ
て
西
方
に
真
理
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
国
の
事
業
に
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参
与
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
鳶
足
瑞
が
「
重
富
、
県
の
学
会
を
辮
ず
る
は
、
右
帥
（
三
宝
箴
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

頗
る
そ
の
人
世
だ
必
ず
し
も
信
ず
べ
か
ら
ず
と
疑
う
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
注
意
す
る
に
足
る
。
渕
陽
県
の
各
書
院
を
合
併
し
て
致
用
学
堂

を
創
設
す
る
際
、
誕
嗣
同
は
そ
の
公
啓
を
起
草
し
て
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

　
聖
天
子
毅
然
と
し
て
図
り
ご
と
を
改
め
、
そ
の
本
号
を
換
か
に
し
、
は
じ
め
て
科
挙
を
変
じ
、
虚
文
を
抑
置
せ
ら
れ
ん
と
す
。
託
し
く
も
時
を
知
り
変
に
応

　
ず
る
の
才
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
は
た
そ
の
進
取
を
容
れ
ず
、
専
門
夢
裏
の
学
有
ら
ざ
れ
ば
、
な
ん
ぞ
よ
く
彼
を
も
つ
て
書
升
せ
ん
や
。
か
つ
善
く
学
堂
を
設
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

　
は
、
已
に
明
詔
有
り
、
書
院
を
改
算
す
る
は
、
盤
ね
て
繍
音
を
浦
せ
り
。
多
士
登
進
の
途
既
に
寛
げ
れ
ば
、
学
堂
よ
り
出
身
せ
る
者
は
、
そ
れ
を
し
て
～
体

　
に
郷
試
す
る
を
准
し
、
し
か
も
更
に
将
に
格
を
破
り
て
官
を
具
え
ら
れ
ん
と
す
。
教
官
優
保
の
例
並
び
に
驚
き
、
函
迫
に
方
有
る
者
は
、
そ
れ
を
し
て
実
に

　
擦
り
て
奏
聞
す
る
を
重
し
、
し
こ
う
し
て
随
即
に
材
を
壷
り
て
器
心
せ
ん
と
す
。
加
う
る
に
撫
部
陳
公
（
重
宝
箴
）
は
最
も
実
学
を
重
ん
じ
、
学
堂
、
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
げ

　
は
省
城
に
広
立
し
、
学
院
徐
公
（
徐
仁
鋳
）
は
尤
も
時
文
を
薄
ん
じ
、
手
諭
、
条
教
は
、
柔
し
ば
欝
序
に
頒
か
た
る
を
以
っ
て
す
る
は
、
人
を
勉
ま
し
て
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
務
を
識
る
の
俊
傑
と
為
さ
し
め
、
難
を
合
し
て
以
っ
て
国
歩
の
論
難
を
挽
く
を
庶
幾
う
に
あ
ら
ざ
る
は
無
し
。

　
科
挙
が
改
革
さ
れ
た
今
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
薪
た
な
学
問
を
学
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
仕
進
の
途
に
登
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。
古
い
時
文
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
学
堂
と
学
会
を
基
礎
と
す
る
新
制
度
の
時
代
で
あ
る
。
省
政
首
脳
に
近
い
鐸
嗣
同
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
社
会
的
上
昇
の
途
と
し
て
、
経
済
の
学
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
閏
三
月
初
五
日
の
『
湘
報
自
判
四
十
三
号
に
は
、
岳

州
府
巴
陵
等
四
聖
の
生
員
に
よ
る
、
岳
陽
書
院
の
課
程
を
改
革
す
る
こ
と
、
及
び
慎
修
書
院
を
学
会
に
改
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
願
書
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
「
幸
い
に
国
家
の
新
身
を
式
遷
し
（
新
た
な
政
策
を
明
確
に
し
）
、
軽
し
ば
明
解
を
下
し
、
科
挙
を
変
通
し
て
虚
文
を

並
置
し
、
学
堂
を
開
設
し
て
以
っ
て
実
用
を
講
廉
し
、
漿
を
し
て
勉
め
て
時
を
古
る
の
傑
と
為
し
、
以
っ
て
共
に
国
歩
の
銀
を
挽
夫
（
扶
？
）

せ
し
む
に
逢
う
」
と
謬
嗣
同
の
文
字
を
襲
っ
た
う
え
、
「
我
が
岳
州
な
お
旧
聞
を
守
り
て
計
を
変
ず
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
そ
れ
何
ぞ
以
っ
て
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
明
楊
（
「
明
揚
」
で
あ
ろ
う
。
入
材
登
用
の
意
）
の
典
に
応
じ
、
下
は
通
達
の
才
を
成
さ
ん
や
」
と
言
う
。
士
と
い
う
階
級
の
最
底
辺
に
位
置
す

る
生
員
に
と
っ
て
、
新
た
な
仕
進
の
途
が
開
け
る
の
は
魅
力
的
な
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
彼
ら
は
そ
れ
へ
応
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
後
閏
三
月
初
六
日
の
『
湘
報
』
第
四
十
四
号
は
、
徐
仁
鋳
が
宝
慶
府
に
按
臨
（
学
政
が
各
属
に
赴
き
、
生
員
に
対
し
て
愚
考
あ
る
い
は
科
考
、

童
生
に
対
し
て
院
試
を
行
う
こ
と
）
し
た
際
に
出
し
た
経
済
科
の
実
施
に
関
す
る
告
示
を
掲
載
し
た
。
こ
の
告
示
で
徐
着
装
は
、
湖
南
で
は
按
臨

の
際
、
他
省
に
先
行
し
て
経
済
科
の
予
備
試
験
を
行
い
、
優
秀
な
も
の
を
経
済
科
が
正
式
に
実
施
さ
れ
た
時
に
推
薦
す
る
と
告
知
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

二
日
後
の
第
四
十
六
号
に
は
、
こ
の
時
の
試
験
問
題
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
閏
三
月
十
二
日
の
第
四
十
九
号
で
は
時
務
学
堂
の
第
三
次
入
試
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

問
題
、
二
十
～
日
の
第
五
十
七
号
に
は
そ
の
覆
試
の
問
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
や
が
て
行
わ
る
べ
き
正
規
の
経
済
科
の
出
題
傾
向

を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
し
、
五
月
二
十
四
日
の
第
一
百
零
九
号
に
詳
言
寅
（
察
鍔
）
「
後
漢
書
党
内
伝
書
後
」
を
収
録
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

時
務
学
堂
学
生
と
南
学
会
会
員
に
よ
る
優
秀
な
作
文
を
掲
載
し
始
め
た
の
は
、
経
済
科
へ
の
対
策
を
教
え
よ
う
と
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　
経
済
の
学
を
社
会
的
上
昇
の
途
と
し
て
示
す
こ
と
は
、
新
設
の
経
済
科
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
三
月
二
十
三
日
の
『
湘

報
』
第
三
十
三
号
で
は
、
至
仁
鋳
の
宝
慶
府
按
臨
に
お
い
て
、
試
験
に
参
加
し
た
時
務
学
堂
学
生
の
う
ち
、
科
考
で
郡
陽
県
附
生
士
爵
寅
が
一

等
第
三
名
の
成
績
を
あ
げ
た
こ
と
、
院
試
で
郡
陽
県
童
生
李
洞
時
、
新
化
県
童
生
戴
哲
文
が
県
学
へ
の
入
学
を
許
さ
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
生
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
資
格
を
獲
得
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
三
月
三
十
日
の
第
三
十
九
号
に
は
、
宝
慶
府
で
の
院
試
及
び
そ
の
覆
試
の
問
題
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
掌
故
に
は
「
万
国
公
法
の
義
を
春
秋
に
比
し
、
試
み
に
こ
れ
を
広
証
せ
よ
」
、
「
游
歴
公
会
を
設
く
を
擬
す
の
論
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

詞
章
に
は
「
経
済
科
頒
」
、
「
南
学
会
開
講
煩
」
等
と
い
っ
た
経
済
の
学
に
関
す
る
問
題
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
七
月
初
六
日
の
第
一
百
三

十
四
号
に
衡
州
府
按
臨
で
の
潜
考
お
よ
び
院
試
の
問
題
、
二
日
後
の
第
一
百
三
十
六
号
に
は
永
州
府
、
桂
陽
直
隷
州
、
棉
直
隷
州
避
溢
で
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

題
、
さ
ら
に
翌
日
の
第
一
百
三
十
七
号
で
は
長
沙
起
工
の
院
試
の
問
題
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
経
済
の
学
に
関
す
る
問
題
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

そ
し
て
七
月
十
一
日
の
第
一
百
三
十
九
号
に
は
、
以
後
の
按
臨
の
日
程
が
発
表
さ
れ
、
こ
の
後
も
試
験
問
題
が
順
次
掲
載
さ
れ
た
。

　
語
言
に
ち
な
ん
で
述
べ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
ま
だ
あ
る
。
『
善
報
』
は
報
末
に
各
種
広
告
を
載
せ
て
お
り
、
五
月
十
八
日
の
第
～
百
態
四
号

よ
り
湘
報
館
取
り
扱
い
の
時
務
書
一
覧
を
掲
載
し
始
め
る
。
そ
の
二
日
後
の
第
一
百
零
六
号
か
ら
は
、
こ
の
取
り
扱
い
書
一
覧
に
「
院
試
は
遥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

か
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
時
務
の
書
、
急
い
で
宜
し
く
購
閲
す
べ
し
。
た
だ
し
館
を
煽
る
こ
と
較
べ
て
遠
き
者
は
、
購
取
難
き
と
為
す
を
恐
れ
、
南
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光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

極
量
経
済
書
局
に
寄
存
し
て
分
量
せ
し
む
」
な
ど
と
い
う
文
字
が
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
一
文
は
翌
B
の
第
一
百
零
七
号
か
ら
分
離
の

書
店
に
南
正
街
維
新
書
落
を
加
え
、
七
月
初
九
日
の
第
一
百
三
十
七
号
ま
で
掲
載
さ
れ
続
け
る
。
こ
れ
は
「
時
務
の
書
」
を
読
ま
な
け
れ
ば
下

翼
に
な
る
こ
と
さ
え
困
難
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
露
骨
な
利
益
誘
導
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
五
月
か
ら
七
月
頃
に
は
『
時
務
学
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

句
意
』
の
偽
物
が
出
回
っ
て
い
た
と
言
い
、
こ
れ
は
経
済
の
学
を
修
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
雰
囲
気
が
、
広
く
湖
南
の
士
人
一
般
に
共
有
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
利
に
さ
と
い
書
頁
が
こ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
長
沙
府
で
院
試
に
応
じ
た
楊
樹
冠
は
、
「
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

務
（
学
堂
）
に
難
業
す
る
諸
生
の
未
だ
入
学
せ
ざ
る
者
は
、
こ
の
年
、
大
抵
獲
簡
す
」
と
後
に
回
顧
し
て
お
り
、
こ
の
楊
氏
の
言
が
正
し
け
れ

ば
、
こ
の
年
の
院
試
に
お
け
る
時
務
学
堂
学
生
の
成
績
は
注
目
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
実
際
に
試
験
問
題
の
傾
向
が
変
化
し
、
時
務
学
堂
の
学
生
が
そ
の
試
験
で
好
成
績
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
多
く
の
考
生
が
経
済
の
学
と

向
き
あ
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
「
救
国
」
や
「
真
理
」
と
い
っ
た
問
題
は
、
一
般
の
士
人
に
と
っ
て
遥
遠
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
し
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
科
挙
の
試
験
内
容
は
、
生
活
に
直
結
す
る
よ
り
身
近
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方
が
新
し
い
か
古
い
か
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

わ
ら
ず
、
必
ず
対
応
を
迫
ら
れ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
「
霧
粒
お
も
え
ら
く
、
科
挙
の
利
禄
の
途
為
る
は
、
今
千
年
に
お
い
て
、
深
く
人
心
に

入
れ
り
。
こ
れ
を
得
れ
ば
則
ち
栄
え
、
こ
れ
を
失
え
ば
則
ち
辱
め
ら
れ
、
空
疎
満
面
の
人
の
共
託
す
る
所
と
為
る
こ
と
久
し
き
な
り
。
科
挙
変

ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
経
済
常
夏
を
設
有
す
る
と
錐
も
、
天
下
の
士
人
、
誰
か
素
よ
り
習
い
た
る
の
考
巻
墨
巻
を
暴
き
て
、
別
に
所
謂
経
済
を
求
む

る
を
肯
ん
ぜ
ん
や
」
。
こ
の
年
の
四
月
二
十
九
日
、
御
史
宋
伯
魯
に
よ
り
代
奏
さ
れ
た
八
股
文
の
廃
止
を
請
う
上
奏
で
、
康
有
為
は
か
く
述
べ

⑳た
。
八
股
文
の
弊
害
は
大
き
い
が
、
そ
れ
は
士
人
の
社
会
的
上
昇
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
改
革
が
難
し
い
。
で
は
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の

か
。
別
に
立
身
出
世
の
途
を
提
示
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
湖
南
に
お
け
る
変
法
派
の
や
り
方
は
、
士
人
に
「
素
よ
り
習
い
た
る
の
服
巻
墨

巻
」
を
捨
て
さ
せ
る
た
め
、
あ
え
て
新
た
な
「
利
禄
の
途
」
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
湖
南
に
お
け
る
康
学
の
蔓
延
を
危
惧
し
て
い
た
建
徳
輝
は
、
光
緒
二
十
四
年
正
月
に
舞
茸
鋳
の
「
輯
軒
素
語
」
を
目
に
し
、
た
だ
ち
に
「
今

語
」
の
述
べ
る
所
に
い
ち
い
ち
反
駁
を
加
え
、
翌
二
月
に
は
「
緊
要
今
語
評
」
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
う
ち
公
羊
学
の
立
場
に
立
つ
「
今
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語
」
が
、
経
学
に
お
け
る
伝
記
（
文
字
と
し
て
明
示
さ
れ
る
経
書
の
注
釈
）
と
口
説
（
文
字
と
し
て
明
示
さ
れ
な
い
船
頭
伝
承
に
よ
る
微
言
大
義
）
の
銀

甲
を
説
く
こ
と
に
つ
い
て
、
葉
氏
は
伝
聞
に
基
づ
く
口
説
の
依
拠
し
が
た
い
こ
と
を
述
べ
、
口
説
が
盛
行
す
れ
ば
天
下
に
邪
説
が
満
ち
る
で
あ

ろ
う
、
と
す
る
。
葉
氏
は
続
け
て
「
母
語
」
の
説
に
つ
き
、
「
や
や
学
を
治
め
る
を
知
る
の
人
、
未
だ
そ
の
雷
の
実
を
失
う
を
知
ら
ざ
る
者
有

ら
ず
。
た
だ
考
試
は
利
禄
の
途
為
れ
ば
、
頗
る
以
っ
て
風
会
を
震
湯
皿
す
る
に
足
る
。
故
に
そ
の
心
を
用
い
る
こ
と
か
く
の
如
き
な
る
を
掲
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

以
っ
て
来
者
の
こ
れ
を
辮
ず
る
を
待
つ
」
と
言
っ
て
い
る
。
～
省
の
文
衡
を
掌
る
学
政
が
自
ら
の
学
問
的
指
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
ど
う
い
う
意
昧
を
持
つ
の
か
、
葉
氏
に
わ
か
ら
ぬ
は
ず
が
な
い
。
「
近
日
勉
学
使
の
衡
州
に
按
験
す
る
に
、
試
題
に
「
伊
歩
学
派
論
」
有
り
。

試
に
与
る
者
は
皆
自
然
と
す
。
後
に
試
に
応
ぜ
る
者
に
鈎
ぬ
る
に
群
婚
に
何
の
学
派
有
ら
ん
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
則
ち
曰
く
、
「
墨
黒
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

任
侠
な
り
」
と
。
こ
こ
に
お
い
て
無
難
の
士
子
、
毒
心
有
る
を
知
ら
ざ
る
無
き
な
り
」
。
変
法
政
策
を
推
進
す
る
省
政
首
脳
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

は
、
「
仕
進
の
途
」
と
い
う
強
力
な
武
器
を
持
っ
て
い
た
。
康
有
為
の
弟
子
た
ち
が
師
説
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
我
が
省
の
民
心
、
頓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
め
に
㏄
変
」
し
た
と
い
う
証
言
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方
に
は
む
ろ
ん
誇
張
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
が
、
変
法
に
反
対
す
る
側
に
立
っ
た
も
の
た

ち
に
か
く
雷
わ
せ
る
ほ
ど
、
「
仕
進
」
の
魅
力
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
王
冠
謙
や
葉
徳
輝
も
時
文
を
廃
し
て
策
論
を
用
い
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

点
で
あ
る
。
葉
氏
は
言
う
。
「
今
日
試
を
馨
る
の
人
、
文
体
を
麓
正
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
時
文
は
以
っ
て
復
さ
ざ
る
べ
し
。
蓋
し
時
文

は
義
理
を
露
髄
す
る
所
以
な
れ
ば
、
今
日
の
生
誕
支
離
が
如
き
は
、
ま
た
以
っ
て
已
む
べ
か
ら
ず
や
。
或
い
は
云
う
、
時
文
は
紗
襲
に
出
ず
れ

ど
も
、
策
論
も
ま
た
紗
襲
に
出
ず
れ
ば
、
そ
の
利
弊
固
よ
り
こ
れ
～
例
な
り
と
。
余
謂
え
ら
く
、
時
文
の
紗
襲
は
全
く
こ
れ
浮
説
な
る
も
、
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぽ

論
の
紗
襲
は
な
お
一
、
二
の
事
実
を
記
ゆ
べ
く
ん
ば
、
則
ち
紗
襲
を
以
っ
て
し
て
こ
れ
を
導
か
ば
、
読
書
固
よ
り
や
や
勝
る
と
為
す
。
須
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

知
る
べ
し
、
文
芸
の
考
試
は
一
日
の
短
長
を
校
ぶ
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
時
文
、
策
論
は
高
下
を
計
較
す
る
を
庸
う
る
無
し
と
。
時
文
を
廃
し
て

策
論
を
誓
う
れ
ば
、
士
人
を
し
て
八
股
の
束
縛
の
苦
を
免
じ
、
日
力
を
匂
出
し
（
時
間
を
さ
い
て
）
、
以
っ
て
多
く
有
用
の
書
を
読
む
べ
か
ら
し

め
、
科
第
を
得
ざ
る
の
人
の
終
身
制
芸
を
擶
脱
す
る
能
わ
ず
、
更
に
日
び
璽
書
を
渉
猟
す
る
暇
無
き
を
致
す
を
免
る
。
こ
れ
則
ち
益
を
為
す
ご
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と
甚
だ
大
た
り
。
王
葵
園
（
王
先
謙
）
に
科
挙
論
有
り
、
説
を
立
つ
こ
と
最
も
平
允
に
し
て
、
用
意
は
固
よ
り
梁
氏
（
梁
上
超
）
と
岡
じ
か
ら
ざ

　
　
⑳

る
な
り
」
。
時
文
が
「
怪
禽
支
離
」
に
堕
し
、
「
義
理
を
研
求
す
る
」
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
以
上
、
も
は
や
そ
の
意
味
は
な
い
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
ま
だ
＝
、
二
の
事
実
を
記
」
え
る
こ
と
の
で
き
る
策
論
の
ほ
う
が
ま
し
だ
、
と
い
う
の
が
葉
氏
の
考
え
で
あ
る
。
で
は
葉
氏
が

「
最
も
立
憲
」
と
す
る
王
先
食
の
説
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
王
氏
も
時
文
を
廃
し
て
重
心
を
用
い
る
こ
と
を
言
う
が
、
そ
う
す
れ
ば
「
士

人
の
立
身
の
根
抵
」
た
る
四
書
を
廃
す
る
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論
難
を
想
定
し
、
そ
れ
を
否
定
し
て
言
う
。
「
四
書
の
題
目
を

用
い
て
、
策
論
の
体
裁
に
易
う
。
王
安
石
の
創
始
せ
る
の
作
の
如
く
す
れ
ば
、
廃
す
と
錐
も
な
お
廃
さ
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
」
と
。
こ
こ
で
王
、

葉
両
氏
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
時
文
の
文
体
の
棄
乱
で
あ
り
、
そ
の
精
神
の
有
効
性
そ
の
も
の
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。
四
書
の
精
神
を
保

存
す
る
こ
と
、
政
治
と
道
徳
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
当
然
の
前
提
で
あ
っ
た
。
葉
氏
は
ま
た
、
「
四
民
の
中
、
士
、
至
秀
と
為
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

国
初
よ
り
以
っ
て
隠
亡
に
迄
る
ま
で
、
名
臣
、
大
儒
の
時
文
、
詩
賦
に
よ
り
て
起
腫
せ
る
者
、
指
す
れ
ど
も
奮
う
る
に
殖
え
ず
。
そ
の
間
ま
た

博
鴻
（
博
学
讃
詞
科
）
を
挙
げ
、
他
途
を
兼
取
す
と
錐
も
、
人
才
の
か
た
み
に
興
る
は
、
要
す
る
に
科
目
の
人
を
得
る
こ
と
盛
ん
と
為
す
を
以

　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
す
」
と
言
う
。
葉
氏
に
よ
れ
ば
道
徳
的
能
力
に
よ
っ
て
人
才
を
選
ぶ
科
目
は
、
や
は
り
最
も
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
途
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
も
の
の
優
越
性
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
、
と
な
る
。

　
葉
氏
の
こ
の
発
言
は
、
梁
啓
超
の
「
幼
学
通
議
」
に
反
駁
し
た
も
の
で
あ
る
。
変
法
派
に
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
の
論
文
の
う
ち
、
葉
氏
が
我
慢

な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
梁
氏
は
言
う
。
「
今
の
教
を
為
す
や
、
そ
の
子
弟
の
長
じ
て
士
と
為
る
を
欲
す
る
者
と
、
そ
の
子

弟
の
長
じ
て
農
と
為
り
、
工
と
為
り
、
商
と
為
り
、
兵
と
為
る
を
欲
す
る
者
と
は
、
則
ち
そ
の
こ
れ
を
教
う
る
の
法
大
い
に
異
な
れ
り
。
こ
れ

最
も
笑
う
べ
き
の
事
な
り
」
。
こ
の
結
果
、
士
と
な
ろ
う
と
し
て
大
成
し
な
か
っ
た
も
の
が
別
の
途
に
進
も
う
と
し
て
も
や
は
り
う
ま
く
い
か

ず
、
農
、
工
、
商
、
兵
と
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
道
理
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
故
に
善
く
教
を
為
す
者
は
、
必
ず
挙
国
の
人
を
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

貴
賎
な
く
、
学
ば
ざ
る
な
か
ら
し
む
」
と
。
梁
氏
は
、
士
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
の
学
の
内
容
を
統
～
せ
よ
、
と
言
う
。
こ
の
主
張
が
実
現
し

た
時
、
学
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
も
の
で
あ
り
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
真
理
は
士
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
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の
問
い
に
対
す
る
梁
氏
の
回
答
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
凡
そ
国
の
民
、
す
べ
て
五
等
と
為
す
。
曰
く
士
、
曰
く
農
、
曰
く
工
、
明
く
商
、
曰
く
兵
。
士
な
る
者
の
学
子
の
称
た
る
は
、
そ
れ
人
に
し
て
知
る
な
り
。

　
然
ら
ば
農
に
農
の
士
有
り
、
工
に
工
の
士
有
り
、
商
に
商
の
士
有
り
、
兵
に
兵
の
士
有
り
。
農
に
し
て
士
な
ら
ず
、
故
に
美
国
の
毎
年
の
農
産
は
銀
三
千
…

　
百
兆
両
に
値
し
、
天
国
は
二
千
二
百
兆
両
に
値
し
、
法
国
は
一
千
八
百
兆
両
に
値
す
る
も
、
中
国
は
た
だ
三
百
兆
両
に
値
す
る
の
み
。
工
に
し
て
士
な
ら
ず
、

　
故
に
美
国
は
年
毎
に
自
ら
新
芸
を
創
り
、
宮
に
報
じ
て
照
を
領
す
る
者
、
二
万
二
百
十
事
、
法
国
は
七
千
三
百
事
、
英
国
は
六
千
九
百
事
な
る
も
、
中
国
は

　
こ
れ
を
聞
く
無
し
。
商
に
し
て
士
な
ら
ず
、
故
に
英
国
の
商
務
の
価
値
は
二
千
七
百
四
十
兆
両
、
徳
国
は
一
千
二
百
九
十
六
兆
両
、
法
国
は
一
千
百
七
十
六

　
兆
両
な
る
も
、
中
国
は
僅
か
に
二
百
十
七
兆
両
た
り
。
兵
に
し
て
士
な
ら
ず
、
故
に
去
歳
の
役
（
甲
午
戦
争
）
、
水
師
の
軍
船
九
十
六
艘
、
一
船
も
無
き
が

　
如
く
、
楡
関
（
北
方
の
要
塞
）
防
守
の
兵
ほ
と
ん
ど
三
百
営
、
一
兵
も
無
き
が
如
し
。
今
そ
れ
誉
者
の
名
有
り
て
、
士
の
実
無
け
れ
ば
、
則
ち
そ
の
害
か
つ

　
こ
こ
に
至
る
、
い
わ
ん
や
士
の
士
な
ら
ざ
る
に
お
い
て
を
や
。
千
百
の
帖
括
、
巻
摺
、
考
擦
、
詞
章
の
輩
の
、
歴
代
の
掌
故
に
お
い
て
、
瞠
然
と
し
て
未
だ

　
見
る
所
膚
ら
ず
、
万
国
の
形
勢
に
お
い
て
、
普
然
と
し
て
聞
く
所
有
ら
ざ
る
者
を
潜
め
、
し
こ
う
し
て
こ
れ
と
天
下
を
共
に
し
、
庶
官
に
任
じ
、
新
政
を
行

　
　
　
　
　
　
ふ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
い
、
外
侮
を
禦
が
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
そ
れ
得
る
ぺ
け
ん
や
。

　
梁
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
士
と
は
学
び
お
る
も
の
の
意
、
と
な
る
。
で
は
そ
の
学
の
内
容
と
は
何
か
。
そ
れ
は
農
、
工
、
商
、
兵
と
い
う

各
々
の
分
野
に
つ
き
特
色
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
力
の
重
要
な
組
成
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
皇
帝
と
「
天
下
を
共
に
」
す
る

士
の
優
越
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
梁
氏
の
言
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
士
を
士
た
ら
し
め
て
い
た
学
以
外
に
、
学
の
原

理
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
政
治
と
道
徳
と
の
一
致
と
い
う
前
提
は
、
変
法
派
の
融
着
に
お
い
て
、
は
な
は
だ
危
う
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
経
済
科
の
構
想
に
お
い
て
、
実
際
の
合
否
に
関
わ
る
段
階
で
の
「
四
書
文
」
の
比
重
は
低
く
な
っ
て
お
り
、

従
来
か
ら
の
科
挙
に
お
い
て
も
、
湖
南
で
は
経
済
の
学
が
地
歩
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
変
法
派
の
政
策
を
推
進
し
続
け
る
な
ら
ば
、
士
と

い
う
階
級
は
、
や
が
て
自
壊
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
六
月
二
十
五
日
に
岳
麓
、
城
南
、
求
忠
三
書
院
の
山
長
の
合
議
に
よ
り
成
っ
た
「
湘
無
学
約
」
で
は
、
「
文
体
を
辮
ず
」
べ
き
こ
と
が
主
張
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さ
れ
以
下
の
よ
う
に
奮
う
。
現
今
の
科
挙
は
弊
害
が
大
き
く
、
世
論
に
よ
り
試
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
然
れ
ど
も
試
場
の
策
論
は
、
学
術

有
り
て
文
章
を
能
く
す
る
者
の
こ
れ
を
主
持
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
弊
、
殆
ど
時
文
に
比
べ
て
更
に
甚
だ
し
」
。
『
湘
報
』
に
載
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
テ
ル

よ
う
な
、
「
愛
力
」
、
「
起
点
」
、
「
早
耳
」
、
「
以
太
」
等
の
語
彙
を
使
う
、
荒
唐
無
稽
の
文
体
は
正
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
「
文
章
と
世
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
升
降
と
為
す
、
果
た
し
て
文
体
、
降
よ
り
升
れ
ば
、
世
運
も
ま
た
こ
れ
よ
り
昇
平
に
ト
く
」
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
文
体
を
正
し
、
聖
人

の
精
神
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
現
在
直
面
し
て
い
る
危
機
も
回
避
で
き
る
に
違
い
な
い
、
と
言
う
。
士
と
い
う
階
級
を
選
抜
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
文
章
」
と
「
世
運
」
と
の
関
係
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
棄
権
が
「
士
大
夫
と
天
下
を
治
む
」
こ
と
は
、
当
然
の
前
提
だ

か
ら
で
あ
る
。
も
し
従
来
の
科
挙
に
お
け
る
精
神
が
価
値
を
失
い
、
新
た
な
学
の
原
理
を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
士
人
は
も
は
や
、
画
期
と

と
も
に
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
皮
錫
石
は
「
大
抵
近
日
の
密
紳
に
志
を
得
ざ
る
者
は
多
く
葉
（
徳
輝
）
に
帰
し
、
ま
た
王
（
先
革
）
、
張
（
祖
同
）
諸
公
の
議
論
に
習
う
」
と

　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

言
い
、
葉
徳
輝
は
学
生
を
戒
め
て
「
凡
そ
叱
声
を
盗
み
、
弓
隠
を
騙
る
の
挙
は
、
一
切
習
逸
す
べ
か
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
発

言
か
ら
、
新
旧
両
派
の
争
い
が
た
だ
「
館
地
」
を
求
め
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
み
な
ら
ば
、
そ
の
評
価
は
あ
ま
り
に
皮
相
に
過
ぎ
よ

う
。
変
法
派
と
保
守
派
の
ど
ち
ら
が
「
館
地
」
を
占
め
る
か
、
こ
れ
は
た
だ
学
堂
教
習
の
ポ
ス
ト
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
変

法
派
が
「
糊
地
」
を
占
め
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
ま
で
士
人
の
社
会
的
権
威
、
及
び
実
際
の
社
会
的
上
昇
を
保
証
し
て
い
た
科
挙
制
度
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
動
揺
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
政
変
の
後
、
送
先
謙
が
康
党
の
失
敗
を
喜
び
、
「
慈
聖
」
の
訓
政
を
歓
迎
し
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
保
守
派
の
防

衛
す
べ
き
既
得
権
と
は
、
一
般
化
し
て
い
え
ば
士
と
い
う
階
級
そ
の
も
の
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
を
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
変
法
派
さ
え
思
い
も

か
け
ぬ
事
態
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
①
『
湘
報
』
第
一
号
、
開
講
盛
儀
。
　
　
　
　
　
　
　
　
京
師
大
学
堂
奏
片
井
章
程
、
第
一
百
王
十
二
号
開
豆
｝
百
三
十
四
号
、
続
録
京
師

　
②
『
湘
報
』
第
二
号
、
皮
鹿
門
学
長
第
一
次
講
義
。
　
　
　
　
　
　
大
学
堂
章
程
。
中
央
の
科
挙
改
革
に
関
す
る
上
諭
及
び
奏
摺
の
報
道
は
、
ほ
か
に

　
③
『
湘
報
幅
第
二
号
、
総
署
奏
績
、
第
｝
百
二
号
、
上
諭
電
伝
、
第
～
百
十
八
号
、
　
も
該
報
に
数
多
く
収
録
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
挙
げ
な
い
。

　
　
上
諭
補
録
、
第
～
百
三
十
号
、
舞
辮
京
師
大
学
堂
奏
摺
、
一
百
三
十
一
号
、
簿
辮
　
④
『
湘
報
』
第
百
写
、
両
院
告
示
。
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⑤
湖
南
教
育
史
編
委
会
編
『
湖
南
教
育
史
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
二

　
巻
、
第
二
章
、
維
新
変
法
時
期
及
政
変
後
的
湖
南
教
育
、
第
三
節
、
各
地
新
式
学

　
堂
与
学
科
的
涌
現
。
こ
の
部
分
の
執
筆
者
が
周
秋
光
だ
と
い
う
の
は
、
尊
書
該
巻

　
の
後
記
に
よ
る
。

⑥
省
内
各
地
の
南
学
分
会
、
学
会
に
つ
い
て
は
、
第
～
章
註
㊧
所
引
の
王
爾
敏

　
「
南
学
会
」
、
は
じ
め
に
註
②
所
引
の
湯
志
鉤
『
戊
戌
時
期
的
学
会
官
報
刊
』
第

　
六
章
、
学
会
林
立
、
報
刊
盛
行
、
第
三
節
、
戊
戌
時
期
的
主
要
学
会
和
報
刊
、
五
、

　
湖
南
を
参
照
。

⑦
例
え
ば
『
湘
報
㎞
第
六
十
号
、
法
律
学
会
章
程
、
第
一
百
零
五
号
、
積
益
学
会

　
章
程
等
。

⑧
『
湘
報
㎞
第
二
十
四
号
、
測
陽
督
学
、
第
三
十
八
号
、
湘
三
無
懇
変
通
県
試
月

　
課
稟
賦
批
、
第
七
十
九
号
、
巴
陵
輔
導
貢
王
平
話
等
請
変
通
三
無
難
曲
批
示
、
第

　
九
十
五
号
、
孜
悪
魔
貢
余
徳
況
康
生
余
徳
広
職
員
劉
百
工
附
生
賀
嫡
蔚
請
変
通
県

　
試
稟
稿
。

⑨
噸
師
伏
堂
日
記
臨
第
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
四
月
十
一
日
。

⑩
『
湘
報
』
第
十
百
万
（
二
月
二
十
六
日
）
、
改
併
渕
陽
性
古
謡
書
院
為
致
用
学

　
堂
公
宴
。

⑪
明
湘
工
臨
第
四
十
三
号
、
岳
州
府
巴
陵
平
江
臨
本
華
画
工
海
士
無
品
懇
改
変
書

　
院
章
程
及
推
広
学
会
稟
喜
雨
。

⑫
『
湘
報
騙
第
四
十
四
号
、
徐
大
宗
師
按
臨
宝
慶
垂
直
考
経
済
科
示
、
第
四
十
六

　
号
、
徐
大
宗
師
按
悪
摺
慶
府
招
考
経
済
科
題
。
院
試
と
と
も
に
経
済
科
の
予
備
試

　
験
を
行
う
と
い
う
試
み
は
、
こ
の
後
も
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
、
下
文
に
引
く
各
地

　
の
学
政
按
臨
の
問
題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
特
科
」
の
問
題
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬
『
湘
報
』
第
四
十
九
号
、
時
務
学
堂
第
三
次
招
考
題
、
第
五
十
七
号
、
時
務
学

　
堂
三
次
挑
算
学
生
食
隠
題
。

⑭
時
務
学
堂
学
生
及
び
南
学
会
会
員
の
作
文
を
掲
載
し
て
い
る
の
は
、
凹
同
報
』

　
第
一
百
零
九
号
（
薬
嚢
寅
）
、
第
一
百
十
号
（
黄
頒
璽
）
、
第
一
百
十
三
号
（
鄭
宝

　
坤
）
、
飾
弟
～
百
［
十
㎜
冒
万
（
世
一
頒
璽
）
、
飾
弟
一
百
十
五
口
写
（
製
品
酬
難
）
、
酔
弟
一
働
十
六

　
号
（
張
伯
良
、
三
豊
璽
）
、
嬉
一
百
四
十
三
号
（
曹
蹴
球
）
、
第
一
百
四
十
四
号

　
（
許
謹
話
）
、
第
～
百
四
十
五
号
（
向
振
翔
）
、
第
一
百
四
十
六
号
（
向
佐
周
）
、

　
第
一
百
四
十
七
号
（
賀
嵩
鎌
）
、
第
一
百
四
十
九
号
（
許
崇
渤
）
、
第
｝
百
五
十
～

　
暑
（
江
躍
龍
）
、
一
百
五
十
三
号
（
楊
酵
素
）
、
第
｝
百
五
十
五
（
事
天
祐
）
、
第

　
一
百
五
十
六
号
（
張
博
覧
）
、
第
～
百
五
十
八
号
（
翠
天
祷
）
、
第
一
百
六
十
一
号

　
（
察
艮
寅
）
。
こ
の
う
ち
許
協
動
、
江
躍
龍
、
楊
昌
済
の
三
豊
は
南
学
会
会
員
、

　
そ
の
他
は
す
べ
て
時
務
学
堂
学
生
。
な
お
戊
戌
政
変
の
消
息
が
湖
南
に
も
た
ら
さ

　
れ
た
後
も
、
第
～
百
六
十
五
号
、
第
一
百
六
十
六
号
に
曹
典
球
、
第
一
百
六
十
七

　
号
に
許
功
粛
の
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑮
『
悪
報
』
第
三
十
三
号
、
時
務
学
堂
捷
報
。

⑯
『
湘
報
』
第
三
十
九
号
、
筆
意
宗
師
按
試
宝
慶
登
山
経
由
題
井
覆
試
経
古
題
。

⑰
桝
湘
報
』
第
一
百
三
十
鵬
号
、
徐
大
宗
師
按
試
衡
州
府
属
経
古
併
工
場
題
、
第

　
一
百
三
十
六
号
、
徐
大
宗
師
按
試
永
州
府
桂
陽
州
榔
州
経
古
題
、
第
一
百
三
十
七

　
号
、
徐
大
宗
師
考
試
長
沙
叢
雨
工
員
経
古
題
。

⑱
試
験
の
日
程
は
、
『
湘
報
』
第
一
百
三
十
九
号
、
学
憲
考
試
日
期
擬
単
、
試
験

　
問
題
は
、
第
一
百
三
十
九
号
、
第
一
百
四
十
号
、
第
一
百
四
十
三
号
、
第
一
百
四

　
十
四
号
、
第
一
百
四
十
五
号
、
第
一
百
四
十
八
号
、
筆
一
百
四
十
九
号
、
第
一
百

　
五
十
号
、
第
～
百
五
十
三
号
、
第
～
百
五
十
四
号
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

⑲
隅
湘
報
』
第
～
百
零
六
号
、
本
館
延
文
新
刻
時
務
轡
。

⑳
咽
湘
報
輪
第
一
百
零
七
号
（
五
月
二
十
一
日
）
、
学
堂
告
示
、
第
一
百
三
十
号

　
（
七
月
初
一
日
）
、
憲
札
照
臨
。

⑳
楊
樹
達
『
積
微
睡
回
憶
録
・
積
微
居
詩
文
妙
瞼
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八

　
六
年
）
回
憶
録
、
一
八
九
八
年
。

⑫
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
羅
志
田
「
科
挙
制
的
廃
除
与
四
民
社
会
的
解
体
」
（
『
清

　
華
学
報
（
野
竹
）
』
二
十
五
－
四
、
一
九
九
五
年
。
今
は
第
一
章
註
⑮
所
引
の
羅

　
氏
門
権
勢
転
移
輪
に
よ
る
）
、
周
年
鶴
「
清
末
金
津
策
間
中
所
反
映
的
士
人
意
識
」

88　（806）



光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

　
（
『
文
灘
報
㎞
二
〇
〇
五
年
十
二
月
二
十
五
日
。
今
は
周
氏
魍
知
者
不
言
』
三
聯

　
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
に
よ
る
）
を
参
照
。
ま
た
竹
内
弘
行
は
、
康
有
為
の
万
木

　
草
堂
で
の
講
学
が
、
最
新
の
科
挙
の
出
題
傾
向
を
も
と
ら
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と

　
論
じ
て
い
る
（
同
「
凌
乱
超
の
康
有
為
へ
の
入
門
従
学
を
め
ぐ
っ
て
」
狭
間
直
樹

　
編
『
共
同
研
究
梁
啓
超
㎞
み
す
ず
替
房
、
一
九
九
九
年
）
。

⑳
　
　
『
戊
戌
変
法
棺
案
史
料
幅
五
、
文
武
科
挙
改
制
、
藁
縄
東
道
観
察
御
史
宋
伯
魯

　
摺
。
こ
の
豊
艶
が
康
有
為
の
手
に
な
る
こ
と
は
、
『
我
史
』
光
緒
二
十
陽
年
第
二

　
十
三
段
を
参
照
。

⑳
　
　
『
翼
教
叢
編
』
巻
四
、
輯
軒
今
語
群
。
「
輪
軒
今
語
志
」
成
立
の
時
期
を
二
月

　
と
い
う
の
は
、
巡
回
自
身
に
よ
る
序
に
「
鼻
緒
戊
戌
仲
春
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

　
葉
氏
が
「
詩
話
点
語
」
を
見
た
時
期
は
、
『
旧
教
一
編
』
巻
六
、
葉
選
管
与
愈
恪

　
士
観
察
晋
に
「
今
歳
正
月
瀬
見
梁
（
藻
類
）
代
宛
平
（
徐
仁
鋳
）
所
作
輪
軒
今

　
語
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

⑮
　
　
『
翼
教
叢
編
睡
巻
四
、
長
興
学
記
駁
義
。
な
お
本
章
註
⑰
で
引
い
た
噸
湘
報
静

　
第
一
百
三
十
四
号
、
徐
大
宗
師
按
試
衡
州
府
属
経
古
併
正
電
位
、
清
泉
文
童
に
、

　
「
伊
歩
学
派
論
」
の
試
題
が
確
認
で
き
る
。

⑯
　
凹
翼
教
叢
編
㎞
巻
五
、
賓
聖
王
等
上
木
益
吾
院
長
書
。

⑳
門
翼
教
叢
編
輪
巻
四
、
非
幼
学
通
議
。

四
紳
権
の
ゆ
く
え

⑱
　
　
『
葵
園
四
種
転
虚
受
堂
文
集
巻
一
、
科
挙
途
上
。

⑳
　
　
一
翼
教
旨
編
』
巻
四
、
非
幼
学
通
議
。
な
お
前
引
の
門
今
日
典
試
之
人
」
以
下

　
の
一
文
は
、
「
指
不
勝
数
」
の
下
に
入
る
葉
面
自
註
。

⑳
　
梁
啓
超
編
『
中
西
楼
門
叢
書
』
幼
学
通
議
（
も
と
噸
時
務
報
』
自
認
十
六
冊
至

　
第
十
九
冊
、
後
、
噛
賢
立
立
合
集
』
文
集
之
一
、
変
法
通
議
、
論
幼
学
）
。

⑳
『
時
務
報
』
第
五
冊
（
光
緒
二
十
二
年
八
月
中
菅
］
）
、
論
学
校
一
、
総
論

　
（
後
、
『
飲
小
室
合
集
輪
文
集
二
一
、
変
法
通
議
、
学
校
総
論
）
。

⑰
）
　
明
翼
教
叢
編
睡
巻
五
、
湘
省
学
約
。
「
湘
省
学
約
」
が
六
月
二
十
五
隊
に
成
っ

　
た
と
言
う
の
は
、
噸
師
軽
銀
日
記
㎞
第
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
七
月
廿
九
日
に
、

　
「
（
時
務
日
）
報
云
、
六
月
廿
五
日
湖
南
岳
（
麓
）
、
城
（
南
）
、
求
（
忠
）
三
山

　
長
里
聚
議
阻
擁
新
政
、
守
旧
者
多
和
之
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

⑳
　
こ
の
語
は
李
蕪
『
続
資
治
通
鑑
長
編
無
愚
盲
四
年
三
月
戊
子
の
、
神
宗
と
文
彦

　
博
と
の
会
話
に
出
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
註
④
所
引
の
呉
隠

　
「
論
岩
蓼
」
を
参
照
。

⑭
　
　
『
師
伏
堂
日
記
』
第
三
柵
、
光
緒
二
十
四
年
四
月
初
八
日
。

⑳
　
　
『
翼
〔
教
叢
編
…
』
巻
⊥
ハ
、
葉
雨
史
部
零
露
岬
先
鞭
鏑
置
旧
郁
…
文
甲
四
生
鯖
節
。

⑯
　
　
『
葵
園
四
種
㎞
謹
厚
年
譜
、
光
緒
二
十
四
年
。

　
王
土
謙
、
葉
徳
輝
ら
を
中
心
と
す
る
湖
南
の
保
守
派
が
展
開
し
た
反
変
法
の
活
動
に
つ
き
、
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
光
緒
二
十
四
年

四
月
二
十
五
日
の
焚
錐
駆
逐
案
、
五
月
二
十
二
日
の
「
湘
紳
公
訴
」
、
六
月
二
十
五
日
の
「
湘
省
文
約
」
、
七
月
の
賓
鳳
陽
等
掲
立
案
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
奨
錐
駆
逐
案
は
、
光
緒
丁
酉
科
抜
貢
糞
錐
に
よ
り
『
湘
懸
口
紙
上
で
発
表
さ
れ
た
「
開
野
鼠
」
、
「
発
鋼
」
等
の
論
説
が
、
焚
氏
の
郷

里
郡
陽
県
の
椿
事
の
怒
り
に
触
れ
、
「
乱
民
奨
錐
を
も
っ
て
駆
逐
し
て
境
を
出
で
し
め
、
永
く
そ
の
籍
に
在
り
て
再
び
乱
を
侶
う
を
行
う
を
容
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①

れ
ず
。
並
び
に
刊
刻
し
て
条
を
逐
い
て
四
韻
に
張
幽
し
、
通
女
に
播
告
す
」
と
な
っ
た
事
件
、
「
湘
紳
公
差
」
と
「
湘
省
学
約
」
は
上
文
で
述

べ
た
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
王
先
公
、
薄
徳
輝
を
中
心
と
す
る
士
紳
、
岳
麓
、
城
南
、
求
忠
三
書
院
の
山
長
が
連
合
し
て
学
術
を
正
す
こ
と
を
主
張

し
た
事
件
、
賓
鳳
対
等
掲
帖
案
は
、
賓
鳳
陽
が
驚
愕
謙
に
「
公
呈
」
の
提
出
を
請
う
た
書
信
を
何
も
の
か
が
入
手
し
、
そ
れ
に
卑
語
を
挿
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
う
え
各
地
に
送
付
、
公
開
し
、
こ
れ
が
も
と
で
陳
宝
箴
と
王
先
謙
の
間
に
論
争
が
起
こ
っ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い

て
注
意
す
べ
き
は
、
湖
南
の
保
守
派
が
団
結
し
、
し
か
も
彼
ら
の
意
見
を
公
論
に
訴
え
る
形
で
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
湖
南
に
お
け
る
反
変
法
活
動
の
急
先
鋒
は
、
葉
無
期
で
あ
っ
た
。
葉
氏
は
前
述
の
「
湘
紳
公
呈
」
に
参
与
す
る
以
外
に
も
、
積
極
的
に
変
法

に
反
対
す
る
文
章
を
書
き
、
あ
る
い
は
友
人
や
学
生
に
書
信
を
送
り
、
変
法
政
策
の
進
展
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
土
塁
の
こ
れ
ら
の
文

字
は
、
ほ
ぼ
『
愚
生
叢
編
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
今
も
我
々
は
彼
ら
の
主
張
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
葉
氏
は
こ
れ
ら
の
一
部

を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
流
布
さ
せ
、
反
変
法
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
た
。
例
え
ば
前
章
で
引
い
た
「
輯
軒
今
語
評
」
で
あ
る
。
染

地
二
十
四
年
三
月
十
九
日
、
葉
氏
の
来
訪
を
受
け
「
久
し
く
談
じ
た
」
恒
業
瑞
は
、
当
日
の
日
記
に
「
そ
の
輯
軒
言
語
評
の
い
か
な
る
説
法
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
を
知
ら
ず
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
、
葉
氏
が
「
今
語
評
」
の
公
開
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
～
月
余
り
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
閏
三
月
二
十
九
日
、
皮
氏
は
つ
い
に
「
刻
す
る
所
の
輯
旗
振
語
評
」
を
手
に
し
た
と
一
溜
い
、
こ
れ
に
よ
り
単
行
さ
れ
た
「
今
語
調
」
が
存
在

し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
皮
氏
の
日
記
に
よ
っ
て
葉
氏
の
活
動
を
示
せ
ば
、
閏
三
月
二
十
五
日
、
皮
氏
が
南
学
会
で
同
志
と

「
近
事
を
談
じ
た
」
際
、
「
松
虫
（
畢
永
年
）
は
祭
酒
（
王
先
謙
）
の
答
書
を
四
諦
す
。
換
彬
（
葉
徳
輝
）
は
刊
布
を
為
さ
ん
と
欲
す
、
何
ぞ
苦
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

む
こ
と
か
く
の
ご
と
き
や
」
と
言
っ
て
い
る
し
、
四
月
初
七
日
に
は
、
「
宣
麺
（
戴
徳
誠
）
の
信
を
得
る
に
、
換
字
の
下
す
所
の
肉
的
美
六
書

（
信
三
§
け
毒
、
最
後
通
牒
）
を
以
っ
て
見
示
す
。
も
と
こ
れ
を
置
き
て
答
え
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
彼
刊
行
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
昧
者
の
一
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
言
に
蔽
わ
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
す
な
わ
ち
勉
め
て
こ
れ
に
答
う
」
と
言
う
。
皮
氏
は
葉
氏
へ
の
返
信
で
、
両
者
の
や
り
取
り
し
た
書
信
を
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

せ
ぬ
よ
う
求
め
、
翌
初
八
日
に
は
戴
徳
誠
と
と
も
に
実
際
に
葉
氏
の
も
と
を
訪
れ
、
刊
行
に
お
よ
ぼ
ぬ
よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

く
葉
氏
が
書
信
の
刊
行
を
言
う
こ
と
で
、
皮
氏
ら
が
変
法
運
動
に
関
わ
る
こ
と
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
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光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

　
こ
れ
ら
の
書
信
が
実
際
に
単
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
葉
徳
望
が
こ
れ
ら
反
変
法
の
文
字
を
集
め
て
一
書
と
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

『
明
辮
録
』
と
名
づ
け
て
刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
「
戊
戌
閏
三
月
」
と
署
さ
れ
る
王
氏
の
序
は
、
「
郡
陽
の
石
蚤
鈎
、
無
品
の
劉

換
辰
、
清
泉
の
黄
駿
、
余
に
従
い
て
字
を
間
う
。
年
は
皆
志
学
（
＋
五
歳
）
な
れ
ば
、
し
ば
し
ば
書
有
り
て
相
い
誠
約
す
。
外
間
に
頗
る
伝
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
者
有
り
。
呉
県
の
羅
紹
元
、
山
陰
の
圧
祖
翼
は
録
し
て
梓
民
に
附
す
」
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
閏
三
月
頃
に
は
葉
氏
の
書
信
が
、
恐
ら

く
は
伝
紗
に
よ
る
も
の
な
が
ら
流
布
し
て
い
た
と
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
書
信
は
、
遅
く
と
も
六
、
七
月
頃
に
は
『
明
辮
録
』
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

形
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
湖
南
に
お
け
る
保
守
派
の
組
織
化
と
彼
ら
に
よ
る
宣
伝
活
動
は
、
相
当
の
規
模
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　
反
変
法
の
活
動
は
湖
南
の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
湖
北
の
張
之
洞
幕
も
同
様
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
張
氏
の
幕
僚
廊
下
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
孫
瀬
の
「
駁
保
国
会
章
程
」
を
手
に
入
れ
、
「
排
印
し
て
散
髪
せ
ん
こ
と
を
擬
し
」
て
い
た
し
、
梁
氏
が
二
藍
憲
、
陳
宝
箴
ら
に
発
し
た
康
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

梁
と
侠
を
わ
か
つ
よ
う
逼
っ
た
電
報
は
、
「
武
昌
の
士
子
、
苫
葺
す
る
こ
と
甚
だ
多
く
、
久
し
く
已
に
人
口
に
謄
奥
」
し
て
い
た
と
言
う
。
こ

の
電
報
の
外
に
も
梁
氏
は
、
礼
部
尚
書
許
応
験
、
御
史
文
悌
の
康
有
為
を
弾
劾
す
る
上
奏
を
「
千
本
を
合
刻
し
、
両
津
の
人
士
に
分
散
」
し
て

康
有
為
～
派
を
攻
撃
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
函
有
り
電
有
り
、
黒
瀬
の
人
士
は
皆
よ
く
言
う
な
り
」
、
つ
ま
り
梁
氏
の
宣
伝
は
、
湖
北
、
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

南
の
斜
地
で
相
当
な
効
果
を
挙
げ
て
い
た
。
同
じ
く
張
之
洞
幕
に
あ
っ
た
陳
慶
事
は
こ
の
年
三
月
、
閏
三
月
の
間
、
康
有
為
の
『
新
学
偽
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

考
』
に
反
駁
す
る
た
め
「
瓦
経
答
問
」
な
る
一
文
を
作
成
し
、
続
い
て
「
衛
教
育
問
」
を
書
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
閏
三
月
十
八
日
に
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
ぞ

之
洞
に
謁
し
た
陳
氏
は
、
「
師
（
張
之
洞
）
意
は
正
学
報
を
以
っ
て
諸
報
の
謬
論
を
無
く
に
在
り
、
謂
え
ら
く
余
の
衛
経
、
衛
教
の
二
書
、
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

り
て
成
す
こ
と
あ
た
わ
は
ば
最
も
よ
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
張
之
洞
は
、
報
紙
で
あ
る
『
正
学
報
』
と
同
じ
役
割
を
「
食
年
、
衛
教
の

二
書
」
に
期
待
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
両
「
答
問
」
の
作
成
も
、
刊
行
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
梁
質
券
は
王
先

謙
に
宛
て
た
書
信
で
、
「
こ
の
間
刻
す
る
に
許
（
応
験
）
尚
書
師
、
文
（
悌
）
御
史
の
奏
稿
有
り
。
数
本
を
奉
上
せ
ば
、
湘
刻
を
以
っ
て
我
に
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

わ
れ
ん
こ
と
を
望
む
」
、
ま
た
「
請
う
ら
く
は
張
（
祖
同
）
、
黄
（
自
元
）
、
葉
（
徳
輝
）
諸
公
に
告
げ
、
力
を
数
て
て
心
を
同
じ
く
し
、
以
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

こ
の
賊
を
滅
ぼ
さ
ん
と
誓
わ
し
め
ん
こ
と
を
。
忠
義
を
発
揮
し
、
勢
が
た
め
に
遡
れ
ず
、
禍
が
た
め
に
動
か
さ
れ
ざ
れ
ば
、
至
誠
の
積
む
る
所
、
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⑲

終
に
粛
清
の
一
日
有
り
て
、
大
い
に
人
心
に
快
と
せ
ん
。
皇
天
后
土
、
実
に
こ
の
志
を
竪
み
ん
」
と
言
っ
て
い
る
。
梁
氏
の
こ
の
発
言
は
、
湖

北
と
湖
南
の
反
変
法
活
動
の
間
に
連
携
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
証
し
て
お
り
、
実
際
に
聖
徳
輝
の
刊
行
し
た
『
鋸
盤
難
語
評
』
、
『
明
辮
録
』
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

張
之
洞
幕
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
四
月
に
は
湖
南
の
保
守
派
は
連
名
で
湘
籍
の
暦
象
を
突
き
あ
げ
、
御
史
徐
樹
銘
、
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

均
隆
に
湖
爾
の
変
法
派
を
弾
劾
さ
せ
て
い
た
。
光
緒
二
十
四
年
夏
頃
に
は
、
反
変
法
の
活
動
も
省
界
を
越
え
た
広
が
り
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
と
ボ

　
梁
笏
庵
（
梁
獺
券
）
を
過
れ
、
康
有
為
、
近
く
旨
を
奉
じ
て
書
を
修
め
、
大
い
に
そ
の
学
を
張
ら
ん
と
擬
す
を
知
る
。
余
謂
え
ら
く
、
彼
は
十
余
年
間
、

　
そ
の
偏
解
を
鋭
く
し
、
時
ど
き
に
撰
述
を
出
す
も
、
海
内
の
士
夫
、
一
字
に
着
き
て
以
っ
て
匡
救
を
為
す
無
く
、
故
に
彼
は
狽
狂
す
る
こ
と
こ
こ
に
至
る
を

　
得
。
こ
れ
を
讐
う
る
に
西
人
は
日
夜
制
造
し
、
到
る
処
に
行
塾
し
、
以
っ
て
我
が
財
を
呑
む
。
し
か
れ
ど
も
我
に
一
旦
の
以
っ
て
こ
れ
と
牽
制
す
る
無
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ば
、
撫
饗
し
て
気
を
涌
く
と
錐
も
、
事
に
益
す
る
無
し
。
故
に
彼
を
制
す
る
に
は
他
術
無
し
、
我
叢
に
在
り
て
も
貨
を
造
る
の
み
。
何
ぞ
彼
我
を
畏
れ
ん
や
。

　
陳
終
年
は
康
有
為
の
邪
説
が
そ
の
猶
狂
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
の
を
目
に
し
、
か
く
述
べ
た
。
変
法
派
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
彼
ら
も

「
撰
述
を
出
」
し
、
「
到
る
処
に
行
鎗
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
清
末
の
士
人
の
抱
え
た
危
機
意
識
が
、
我
に
も
あ
ら
ず
皇
権
、
及
び
士
と
い
う

階
級
の
相
対
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
時
、
士
人
の
一
部
は
お
そ
れ
お
の
の
き
、
そ
の
結
果
士
論
は
分
裂
し
た
。
そ
し
て
王
先
謙
、
聖
徳
輝
ら

保
守
的
な
士
人
は
、
急
進
的
な
士
人
に
猛
烈
な
攻
撃
を
加
え
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
光
緒
帝
は
「
康
逆
」
に
よ
っ
て
籠
絡
さ
れ
、
あ
ろ
う
こ

と
か
急
進
派
に
肩
入
れ
し
ょ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
彼
ら
保
守
派
は
い
か
に
し
て
「
康
逆
」
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
の
か
。

そ
れ
は
彼
ら
も
自
ら
を
組
織
し
、
政
治
的
宣
伝
を
行
う
こ
と
で
、
天
下
の
正
論
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
陳
氏
の
言
う

よ
う
に
、
彼
ら
が
憎
ん
で
や
ま
な
い
「
康
逆
」
の
手
法
を
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
は
な
い
の
か
。

　
本
稿
の
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
王
院
謙
ら
保
守
派
の
立
場
は
、
「
君
権
の
独
立
至
上
論
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
皇
帝
と
士
人
の
意

志
は
、
一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
彼
ら
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
裏
切
ら
れ
て
い
る
。
中
央
の
政
策
が
こ
の

ま
ま
推
進
さ
れ
る
な
ら
ば
、
士
と
い
う
階
級
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
こ
と
、
こ
こ
に
思
い
至
っ
た
時
、
彼
ら
は
あ
え
て
皇
帝
の
意
志
に
従
わ
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な
い
こ
と
を
選
択
し
た
。
彼
ら
の
意
識
の
中
に
お
い
て
は
、
本
来
な
ら
ば
皇
帝
は
自
ら
の
側
に
在
る
は
ず
で
あ
り
、
「
政
を
乱
す
」
「
康
逆
」
を

排
除
し
さ
え
ず
れ
ば
、
皇
帝
と
鎌
入
は
か
つ
て
の
幸
福
な
一
致
に
回
帰
で
き
る
は
ず
、
こ
の
よ
う
な
「
匡
救
」
の
論
理
に
よ
っ
て
、
そ
の
反
抗

は
免
罪
さ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
論
理
は
あ
ま
り
に
苦
し
い
。
保
守
派
の
行
っ
た
宣
伝
活
動
は
、
彼
ら
も
自
ら
の
主
張

を
訴
え
る
べ
き
対
象
と
し
て
、
皇
帝
の
外
に
、
士
人
の
公
論
と
い
う
べ
き
も
の
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
示
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

後
の
慈
禧
太
后
に
よ
る
政
変
に
よ
っ
て
、
保
守
派
が
抱
い
た
悪
夢
は
か
ら
く
も
圓
避
さ
れ
、
皇
権
と
紳
権
は
再
び
抱
擁
を
交
わ
す
こ
と
に
な
っ

た
、
か
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
保
守
派
に
お
い
て
も
皇
権
の
相
対
化
は
進
も
う
と
し
て
い
た
。

光緒戊戌年における反変法活動の意味（八百谷）

①
『
書
聖
叢
編
』
巻
五
、
郡
陽
士
民
駆
逐
乱
罠
奨
錐
告
白
。
奨
氏
の
「
開
誠
編
」

　
は
、
隅
湘
報
臨
第
三
号
、
第
十
二
号
、
第
二
十
四
号
に
分
載
、
「
聖
岳
」
は
第
三
十

　
八
号
に
掲
載
。
焚
氏
の
経
歴
及
び
こ
の
駆
逐
案
に
つ
い
て
は
、
湯
殿
鉤
『
戊
戌
変

　
法
人
物
伝
稿
（
増
訂
本
）
隔
（
中
華
書
局
、
～
九
八
二
年
）
巻
六
、
焚
錐
を
参
照
。

②
こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
第
～
章
註
⑩
所
引
の
黄
愛
戯
『
戊
戌
変
法
史
研

　
究
隔
論
光
緒
丁
酉
戊
戌
湖
南
新
蝦
党
争
、
第
　
章
註
⑬
所
引
の
藤
谷
浩
悦
「
湖
南

　
変
法
運
動
の
展
開
と
彊
記
に
よ
る
抵
抗
の
論
理
」
を
参
照
。
な
お
賓
鳳
二
等
掲
帖

　
案
に
つ
い
て
、
黄
氏
は
こ
れ
を
里
門
陽
の
陰
謀
と
決
め
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
黄

　
氏
は
そ
れ
を
証
明
す
る
根
拠
を
示
し
て
お
ら
ず
、
藤
谷
氏
の
這
う
ご
と
く
、
賓
氏

　
の
轡
簡
に
改
憲
を
加
え
た
の
が
誰
か
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
や
知
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
。

③
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
師
伏
堂
臼
記
㎞
第
三
冊
、
総
門
二
十
四
年
七
月
初
五

　
日
、
初
七
巳
、
初
八
日
各
日
の
記
述
を
参
照
。

④
『
師
伏
堂
日
記
撒
銭
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
三
月
十
九
日
。

⑤
噸
師
伏
堂
上
記
』
第
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
閏
三
月
廿
九
日
。

⑥
㎎
師
伏
堂
日
記
暁
第
三
冊
、
光
景
二
十
四
年
閏
三
月
廿
五
日
。
引
文
中
の
「
祭

　
酒
害
書
扁
は
、
『
翼
教
士
編
』
巻
六
、
王
画
期
祭
酒
復
畢
永
年
書
。

⑦
㎎
師
伏
堂
日
記
』
第
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
四
月
初
七
日
。
葉
氏
の
最
後
通
牒

　
と
は
一
翼
教
叢
編
』
巻
六
、
葉
建
部
与
戴
宣
麹
校
墨
書
の
こ
と
か
。
皮
氏
が
こ
の

　
目
し
た
た
め
た
返
書
は
、
同
書
巻
六
、
葉
工
部
答
皮
鹿
門
省
に
対
す
る
も
の
。

⑧
読
師
伏
堂
日
記
隔
第
三
冊
、
光
緒
二
十
四
年
四
月
初
七
日
、
初
八
日
各
条
。

⑨
な
お
こ
こ
で
触
れ
た
皮
錫
瑞
と
葉
徳
輝
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
呉
仰
湘
と
張
晶

　
檸
の
両
氏
が
そ
の
内
容
に
つ
き
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
黒
氏
噸
通
経
致
用

　
一
代
師
転
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
二
年
、
第
四
章
、
「
登
堂
開
講
、
議
論
術
桁
」
、
第

　
三
節
、
皮
、
葉
之
争
和
南
学
会
「
停
饗
し
考
辮
、
張
氏
『
葉
理
輝
生
平
皿
学
術
思

　
想
研
究
㎞
湖
南
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
第
二
章
、
学
習
之
韓
愈
、
第

　
一
～
節
、
三
寿
旧
派
之
領
袖
）
。

⑩
『
明
朗
録
』
に
つ
い
て
は
、
鄭
兆
江
門
湖
南
新
旧
党
争
浅
佐
井
鱗
介
『
明
辮

　
録
㎞
」
（
『
歴
史
穂
案
』
　
～
九
九
七
一
二
）
を
参
照
。

⑪
　
　
『
明
辮
録
㎞
序
（
前
三
所
引
の
螂
兆
江
「
湖
南
新
旧
党
争
浅
論
井
簡
介
隅
明
辮

　
録
ヒ
）
。

⑫
こ
こ
で
六
、
七
月
と
言
う
の
は
、
葉
氏
が
『
篭
原
聡
警
』
巻
六
、
葉
吏
部
与
段

　
伯
猷
茂
汐
見
で
目
明
辮
録
㎞
の
参
照
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
書
信
は

　
文
中
で
、
五
月
二
十
日
の
文
明
が
康
有
為
を
弾
劾
し
た
上
奏
に
触
れ
て
お
り
、
す

　
で
に
江
西
に
い
た
皮
鼎
談
が
『
中
務
日
報
』
に
よ
り
文
悌
の
上
奏
を
見
た
の
が
六

　
月
十
九
日
目
『
師
伏
堂
日
記
臨
第
三
冊
、
同
日
）
、
『
湘
報
』
が
文
悌
の
上
奏
を
掲
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載
し
た
の
が
六
月
二
十
二
日
（
第
一
百
二
十
三
号
）
、
二
十
四
日
（
第
｝
百
二
十

　
五
号
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
六
、
七
月
中
の
執
筆
と
推
測
し
た
。

⑬
陳
慶
年
「
戊
戌
己
亥
見
聞
録
」
（
『
近
代
史
資
料
㎞
八
十
一
、
一
九
九
二
年
）
光

　
緒
二
十
四
年
四
月
二
十
一
日
。

⑭
上
海
図
書
館
編
門
注
康
年
師
友
書
札
㎞
第
二
冊
（
上
海
古
里
出
版
社
、
一
九
八

　
六
年
）
梁
圓
架
分
榊
弟
六
十
五
信
。

⑮
欄
申
報
』
下
緒
二
十
四
年
九
月
十
八
日
、
読
本
節
庵
太
黒
駁
叛
露
出
有
為
四
書

　
書
後
。

⑯
「
戊
戌
己
亥
見
聞
録
」
光
緒
二
十
四
年
三
月
十
五
日
、
閏
三
月
三
日
各
条
。

⑰
『
注
康
年
師
友
書
札
』
第
二
冊
、
陳
黒
黒
第
五
信
。

⑱
　
　
「
戊
戌
己
亥
見
聞
録
」
光
緒
二
十
四
年
閏
三
月
十
八
日
。
な
お
凹
正
学
報
㎞
は

　
張
之
洞
の
指
示
に
よ
り
、
梁
鼻
差
、
王
仁
俊
、
章
柄
麟
ら
に
よ
っ
て
湖
北
で
講
備

　
さ
れ
て
い
た
報
紙
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
創
刊
に
至
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
（
は
じ

　
め
に
註
②
所
引
の
湯
志
鈎
『
戊
戌
時
期
的
学
会
和
報
刊
臨
第
六
章
、
学
会
林
立
、

　
報
刊
盛
行
、
第
三
節
、
戊
戌
時
期
的
主
要
学
会
黙
思
刊
、
四
、
湖
北
）
。

⑲
『
翼
教
叢
編
邑
巻
六
、
梁
節
庵
太
史
与
王
祭
酒
害
。
な
お
こ
の
書
信
は
文
中
で

　
五
月
二
十
二
日
に
提
出
さ
れ
た
「
聡
慧
公
論
」
に
触
れ
て
い
る
か
ら
、
ほ
ぼ
六
月

　
頃
の
執
筆
で
あ
ろ
う
。

⑳
「
戊
戌
己
亥
見
聞
録
」
光
緒
二
十
四
年
四
月
二
十
一
日
、
七
月
三
十
日
各
条
。

⑳
『
国
聞
報
㎞
光
緒
二
十
四
年
四
月
初
六
日
、
湘
撫
被
劾
、
黄
鴻
寿
欄
清
史
紀
事

　
本
末
口
巻
六
十
六
、
戊
戌
政
変
。
な
お
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
『
我
史
』
高
彫
二

　
十
四
年
第
五
十
三
段
、
及
び
茅
海
建
に
よ
る
悪
婦
へ
の
考
証
を
参
照
（
第
一
章
註

　
⑤
所
引
の
侍
従
甲
午
到
戊
戌
』
）
。

⑫
　
　
門
戊
戌
己
亥
見
聞
録
」
光
緒
二
十
四
年
五
月
十
二
日
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

　
　
戊
戌
の
秋
八
月
、
康
有
為
の
逆
を
謀
る
の
事
覚
れ
、
そ
の
党
の
康
広
仁
丹
は
皆
諒
に
伏
す
。
先
ん
ず
る
こ
と
一
歳
、
湖
南
は
時
務
学
堂
を
創
設
し
、
大
吏

　
　
（
陳
宝
箴
）
は
康
の
弟
子
梁
啓
超
を
延
べ
て
教
習
と
為
し
、
砒
素
徐
鳥
指
は
纏
い
と
も
に
主
張
し
、
そ
の
説
は
一
時
に
風
鹿
す
。
独
り
奥
彬
（
葉
徳
輝
）
の

　
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

　
　
み
辞
わ
り
て
こ
れ
を
僻
け
、
昔
年
に
徐
の
門
下
に
出
ず
る
を
以
っ
て
畏
避
す
る
所
有
ら
ず
。
ま
た
先
占
等
と
上
は
大
幸
に
事
え
、
書
を
友
朋
に
曇
る
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
匡
救
の
功
、
と
も
に
倫
比
す
る
無
し
。

　
戊
戌
の
年
に
伸
長
せ
ん
と
し
た
紳
権
は
、
最
終
的
に
敗
北
し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
敗
北
し
た
皇
権
は
、
も
は
や
清
初
に
お
け
る
垂
直
支
配
を

可
能
と
す
る
よ
う
な
強
力
な
皇
権
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
清
末
の
衰
微
し
つ
つ
あ
る
皇
権
は
、
い
か
に
し
て
伸
長
し
つ
つ
あ
る
紳
権
を
打
倒
し
、

政
変
後
の
政
策
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
紳
権
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

　
あ
く
ま
で
皇
権
と
の
一
体
感
を
維
持
し
よ
う
と
し
、
皇
権
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
王
先
玉
ら
保
守
派
の
士
人
た
ち
、
彼
ら
は
主
観
的
に
は
、



い
つ
ま
で
も
皇
権
の
た
め
に
あ
ろ
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
王
先
謙
ら
が
自
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
康
有
為
ら
を
打
倒
し
た
「
匡
救
の

功
」
を
誇
る
時
、
も
は
や
彼
ら
が
防
衛
し
よ
う
と
す
る
皇
権
は
、
彼
ら
の
参
与
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
変
法
運
動
期
に
お

け
る
変
法
派
と
保
守
派
の
闘
争
は
、
た
と
え
ど
ち
ら
が
勝
利
を
収
め
よ
う
と
も
、
結
局
は
紳
権
の
伸
長
を
結
果
す
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
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　　Next，　l　address　the　correspondence　of　Uicheon（Yi廿an）二天from　Goryeo

（Gaoli）that　is　included　in　the　Taegale　kufesa　m吻φ（Z）al’ueguoshi　wai’z）大覚国師

外集make　clear　the　historical　fact　of　the　e）dstence　of　a　work　by　Xianyan　that　was

presented　by出e　l〈hitan　bureaucrat　Yelusiqi耶律思斉to　Ulcheen．　Before　the

works　of　Xiariyan　were　widely　circulated　in　the　Khitan　state，　Uicheon　obtained　this

work　and　published　it　in　Goryeo．　Uicheon　presented　the　printed　book　to　tlie　Khi－

tan　court，　and　it　was　theR　published　as　the　work　of　Xianyan　by　the　state　publishing

fac逝ties（Yanjing　Hongfasi　yinjingyuan燕京弘法寺子下院）on　the　order　of

Daozong，　and　that　printed　version　was　presented　to　Uicheon　by　Yelusiqi．

Xianyan’s　work　traveled　from　Khitan　to　Goryeo，　and　then　from　Goryeo　to　Khitan

and　back　again　to　Goryeo　from　Khitan．　T｝iis　form　of　the　circulation　of　Buddhist

scripture　between　the　two　states　of　Khitan　and　Goryeo　has　not　previously　been

recognized．　The　style　of　the　circulation　of　Xianyan’s　werk　indicates　the　multifa－

ceted　form　of　the　exchange　of　Buddhist　culture　between　1〈hitan　and　Goryeo　at　this

time　and　pemits　us　to　reconsider　the　role　of　Uicheon　in　that　exchange．

The　Meaning　of　the　Anti－Reform　Activities　in　the　24th　Year

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　Guangxu　Era

by

YAOTANI　Akiyoshi

　　The　aim　of　this　paper　is　to　provide　a　new　perspective　oR　the　meaning　of　conflict

between　the　old　and　new　factions　during　the　25th，　Wuxu戊戌，　year　of　the　era　by

analyz血g　the　claims　and　activities　of　Hunan湖南conservatives　in　the　24th　year　of

the　Guangxu光緒era（1898）．　Inteilectuals　who　took　part　in　the　Wuxu　refb㎜

movement　formed　their　own　political　argurnent　distinct　from　that　of　the　gov－

emment．　Furthermore，　they　sought　political　participation　in　order　to　implement

their　goals．　Attacks　on　such　reformers　were　delivered　not　only　from　withn　the

govemment　but　also　from　lower　and　middle－class　scholars　outside　the　seats　of　au－

thority．　Opmions　of　the　scholars　appear　to　have　been　divided　at　the　time．　The

split　was　between　the　reformers　who　viewed　the　will　of　the　govemmeRt　in　relati－

vistic　terms　and　the　conservatives　who　clung　tenaciously　to　its　authority，　identify－

ing　with　it　The　fiercest　struggle　between　the　old　and　new　facljons，　wlth　the　ex－

ception　of　the　Beijing北京area，　arose　in　Hunan　provlnce　where　the　split　was

clear，　and　the　Hunan　conservatives　sought　to　maintain　their　sense　of　unity　with
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irnperial　authority．　However　in　the　summer　of　the　24th　year　of　the　Guangxu　era，

even　after　the　central　governrnent　decided　on　a　reform　policy，　Hunan　conserva－

tives　maintained　their　resistance　to　implementation　of　reform．　Why　then　did　these

conservatives　who　aspired　to　unity　with　the　wil｝　of　the　authorities　refuse　to　follow

the　central　government？

　　Re至。㎜of　the　civil　service　exarr｝ination　system科挙was　one　of　the　policies

promoted　by　the　reformers．　lf　this　reform　plan　had　been　put　into　practice，　it

would　have　created　a　new　path　for　social　advancement　aside　from　the　traditional

recruitment　channel．　Given　support　from　the　central　administration，　this　examina－

tion　reform　was　about　to　be　implemented．　ln　Hunan，　it　was　on　the　verge　of

obtair｝ing　broad　support　from　lower　and　middle－class　scholars　because　of　a　proac－

tive　approach　by　the　provincial　leadership．　The　reform，　however，　would　destabMze

the　examination　system　that　had　assured　the　scholars’　authority　and　actua｝　advan－

cement　in　society　and　threaten　the　class　of　intellectuals　itself．　ln　fact，　reformer

Liang　Qichao梁啓超argued　that　he　recognized　principles　of　lear血g　other　than

the　teac｝血gs　that　made　scholars　who　they　were．　This　shows　that　for　reformers

the　assumption　that　politics　and　morality　were　one　and　the　same　was　weal〈ened，

whether　they　were　conscious　of　it　or　not．　lf　they　continued　to　implement　reform，

it　would　necessairily　led　to　the　self－destruction　of　the　scholar　class．　Conservatives

reahzed　the　risk，　which　eventuaBy　drove　them　to　stand　aga血s£the　emperor’s　w皿．

　　Under　the　unusual　situation　in　which　the　emperor　supported　the　reformeys，　how

did　conservatives　who　had　risen　to　save　the　emperor　try　to　defeat　the　reformers？

What　they　did　was　to　arouse　pubtic　opinion　by　organizing　themselves　and　launching

political　propaganda，　as　had　the　reformers．　Hunan　conservative　leaders　tike　Ye

Dehui葉徳輝and　Wang）戴anqian喧嘩調民£ried　to　thwart　the　development　of　the

reformers’　policy　by　printing　their　owR　arguments　and　then　distributing　them　as

boolclets．　Such　activities　were　not　limited　to　the　Hunan　conservatives．　They

formed　a　coahtion　With　inteBectuals　under　Zhang　Zhidong張之洞in　Hubei湖北，

and　in　addition　they　made　contact　with　centrai　government　oficials．　lt　is　fair　to　say

that　the　process　of　organizing　of　conservatives　took　place　on　a　substantial　scale．

　　Contrary　to　the　intention　of　the　conservatives，　their　movement　led　to　the　relati－

vization　of　imperial　authority．　This　is　because　the　conservative　movement　demons－

trated　that　they　also　had　to　assume　that　the　public　opmion　of　the　inteUectuals，　and

not　simply　the　emperor，　was　an　object　to　which　they　must　appeal　their　cause．
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